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議 事 日 程  （第２号） 

 

令和５年12月６日（水）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．12番 楠  浩幸 

                   ２．17番 神谷 里枝 

                   ３．５番 柴田 一雄 

                   ４．14番 竹内 祐子 

                   ５．４番 山口 裕教 
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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。撮影

を許可した者には許可証を交付しておりますので、

御報告いたします。 

 ここで、副議長から挨拶を申し上げます。 

  〔副議長 菅沼 淳登壇〕 

○副議長（菅沼 淳） 皆さん、おはようございま

す。副議長の菅沼 淳でございます。よろしくお願

いします。議会議員を代表いたしまして、一言御挨

拶を申し上げます。 

 本日は、お忙しい中、傍聴のため議場までお越し

いただきました市民の皆様には、市政に関心をお寄

せいただきありがとうございます。まずもってお礼

を申し上げます。また、重ねて動画配信を御視聴い

ただいている皆様にもお礼を申し上げる次第です。 

 さて、コロナ感染症も大分落ち着いたようですが、

一方では県内のインフルエンザの感染者の数が警戒

レベルを超えたと、つい先日、新聞報道がありまし

た。感染されないよう、防止対策をしっかりしてい

ただければと思います。 

 季節は日増しに寒くなり、何かと慌ただしく、朝

は布団から出るのがおっくうな厳しい寒さを迎える

師走の侯となりました。「冬来たりなば春遠からじ」

という慣用句には、寒く厳しい冬がやってきたとい

うことは暖かな春が目の前まで来ている。どんなに

現在が不遇であっても、耐え忍べばその先には明る

い希望の日が待っているという意味ではないでしょ

うか。この年になりますと、耐え続けるのも無理が

あり、もはや手遅れではありますが、人生そうある

べきと思うところであります。 

 また、残り１か月足らずで年の瀬、そして新年を

迎えます。「正月は冥土の旅の一里塚」、めでたく

もありめでたくもなし、一休さんの言葉であります。

年を重ねるたびにここまで来られた喜びと、月日が

加速して人生のゴールに向かっていくようで、正月

は人生の無常を自覚し、切実な思いを抱かせる言い

得て妙な言葉であり、身にしみて感じるものであり

ます。 

 元気が１番、現金は２番ということで、最後まで

健康で元気で悔いを残さない日々を過ごしていただ

きたいものであります。 

 話がちょっと横向きにそれましたが、本日より15

名の議員により、３日間にわたり一般質問が行われ

ます。市民の皆様には、議会活動において最も関心

を持たれ、注目をされている機会であろうかと思い

ます。 

 地方政治は二元代表制、いわゆる首長と議会が相

対して政治を行う制度であります。車の両輪のよう

な関係と例えられますが、首長はアクセル、議会は

ブレーキの関係と例えてもよいのではないかと思い

ます。 

 市民の皆様には、この地方政治の制度を御理解い

ただき、一般質問される議員の皆様には湖西市政全

般、福祉や教育、建設、土木、環境、産業、医療、

防災などなど市の所管する一般事務に対して質問で

あることに御留意をいただき、逸脱することなく、

確かな根拠の下、鋭く厳しく分かりやすく、また建

設的で前向きな議論をしていただくことをお願いを

しまして御挨拶といたします。ありがとうございま

した。 

○議長（馬場 衛） 挨拶は終わりました。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりでござい

ます。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 今回、15名の議員の一般質問が通告されておりま

す。一般質問の日程を本日から３日間予定しており、

本日５名、12月７日に５名、８日に５名といたしま

す。予定された日程で全ての一般質問が終えられる

よう、質問者及び答弁者の御協力を強くお願いいた

します。 

 本日の質問順序は、受付順により１番 楠 浩幸

君、２番 神谷里枝さん、３番 柴田一雄君、４番 

竹内祐子さん、５番 山口裕教君と決定いたします。 

 初めに、12番 楠 浩幸君の発言を許します。 
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  〔12番 楠 浩幸登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、12番 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） こんにちは、12番 楠 浩幸

でございます。通告に従いまして一般質問させてい

ただきたいと思います。 

 久しぶりのトップバッターということと、あと後

ろのほうから強烈な圧を感じながらも、先ほど副議

長の挨拶にもありましたけれども、今回も元気に一

般質問させていただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

 さて、新型コロナウイルス感染症の分類が５類に

引き下げられまして、湖西市内でも学校現場で徐々

にコロナ以前の学校生活を取り戻しているようです。 

 このような環境下において、学校教育施設の統廃

合はもとより、様々な課題を学校教育現場から耳に

しているところでございます。 

 今回は、学校現場の足元で起こっている課題を、

湖西市そして教育委員会と共有をしまして、新しい

時代の学びの環境整備を進めることを目的として、

今回、一般質問させていただいているところでござ

います。 

 それでは早速、質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○12番（楠 浩幸） ４問ほど提出をさせていただ

いておりますので、順次質問してまいります。 

 １つ目です。小学校高学年における教科担任制度

についてということで、令和４年、昨年度からです

けれども外国語、理科、算数、体育など専門性の高

い教科において、専科教員の配置が求められている

かと思います。湖西市の現状と課題を伺いたいと思

います。よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。教育長。 

  〔教育長 渡辺宜宏登壇〕 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 現在、小学校２校に外国語専科教員を配置してお

ります。この外国語専科教員というのは、中学校で

英語を教えていた先生が、その小学校へ行って英語

だけを教えている、外国語だけを教えているという

教員が２名です。 

 あと、教員の専門性を生かしてということで、小

学校の先生方もそれぞれの教科の専門の免許を持っ

ていますので、担任を持ちながらほかのクラスのと

ころへ行く、担任以外の教員が指導する教科、これ

には外国語以外にも理科、体育、音楽等があります。 

 理科や英語等で中学校の教科担任制のような、学

級担任以外の教員が複数の学級を指導している学校

もございます。教員の専門性を生かした授業を実施

しているところであります。 

 また、小中連携ということで、湖西市内は小中が

隣接してますので、中学校の教員が英語あるいは保

健体育を指導しているという学校もございます。 

 課題としましては、どの業界もそうですけども今

は人材の確保が挙げられております。常勤、非常勤

を含めて専科教員を確保することは非常に難しい、

こんな状況にございます。再任用だとかそういった

事柄で65歳ぐらいまで勤務をしているということで、

なかなか人材がいないというところが非常に大きな

課題となっています。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 幾つか、ちょっともう少し掘

り下げて伺いたいなと思うわけなんですけれども、

今教育長の答弁では、外国語については２校に専門

の教諭が配置されているよということなんですけれ

ども、この外国語は既に小学校３年生から外国語の

授業が始まってるかと思うんですけれども、湖西市

内の小学校は６校あるんですけれども、ほかの学校、

他校にも出張とか出前とかっていうような形でそう

いった授業は行われているんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） ほかの学校に行ってという

ことではありませんけども、先ほど申しましたよう

に小学校の免許で小学校の担任をやってる先生の中

に、中学校の外国語の免許を持っていらっしゃる方

もいらっしゃいます。ですので、そのクラスではな

い教科を持ってる人が、ほかのクラスへ行って教え

るというふうな事柄で対応してるのもありますし、

県のほうで英語の講習を受けた先生方も各学校にお

りますので、その先生方が受け持ってるというのが
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現状であります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 教員の多い大規模校ですと、

そういったようなことが可能かなと思うんですけれ

ども、小規模の学校ではなかなか難しいのかなとい

うふうに思うわけなんですけれども、今、外国語に

ついてはお伺いしたんですけども、理科・算数って

いうような科目ではどうでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 先ほど申しましたように、

正規の職員ではありませんけども、専科教員という

のが県のほうから割り当てられてます。ですので、

例えば鷲津小学校、岡崎小学校、新居小学校には理

科専科ということで担任を持つ、１日中勤務してる

わけではありませんけども、授業だけを担当する先

生、そういったのを県のほうから配置をされており

ます。そういった事柄で対応しているものもあると

いうことです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 今答弁いただいた県からの専

科の教員については、やはり３校の大規模校だけで

すよね。小規模校についてはそういった専科の教員

についても出前ですとか、そういったことをやって

いかないと、学校間で格差が生じないかっていう心

配があるんですけども、その辺はどうでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 確かに、小規模校ではフリ

ーの先生というか担任外の先生がほとんどいらっし

ゃいません。大規模校には担任外の先生方が大分お

ります。ですので、そういった事柄を解消するとい

うのはなかなか難しいところでありますけども、先

ほど言いましたように例えば隣接してる中学校の先

生を小学校へ派遣して、外国語をやったり体育をや

ったりというふうなことを小中で工夫をしてる学校

もあるし、あるいは１人が１つの学級に固定してく

っついちゃうということじゃなくて、担任は担任で

いますけども、この方は英語が専門だということで

あれば、英語でこっちに行ってるときにこっち側の

先生が社会を教えるというふうな形で、いろいろ工

夫を凝らして今苦しみながらやってるところであり

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） やはり小規模校は厳しいかな

というふうに思うわけなんですけれども、文科省の

資料では昨年から、令和４年度から４年間かけてそ

ういった整備をしていこうというふうに言われてい

るわけなんですけれども、湖西市の計画のようなも

のはあったりするんですか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 湖西市の計画といいますと、

国のほうから県のほうへ、こういうふうなことで専

科教員という形で加配をされてくると思うんですが、

それを割り振られて湖西のほうでは活用していくと

いう形になろうかなというふうに思っております。

あとは、学校の中で工夫を凝らして、市の中で工夫

を凝らしてやっていくというのが今のところ精いっ

ぱいなところであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 今教育長が言われたように、

やっぱり湖西市内にも二百数十名の教員の方がいら

っしゃる中で、得意な科目とかという専科で授業が、

得意とする科目を持っておられる先生がいらっしゃ

ると、そういった先生がどこの学校に何人いて、こ

れを大規模校だけ優先するではなくて、小規模校に

も湖西市内の子供たちが同じような学びを受けるこ

とができるような計画がやっぱり必要だと思うんで

す。そういった計画を立てていただけることはでき

るんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今ちょうど、来年度の人事

の関係のヒアリングを各校長さんとも行っています。

そんな中で、この教科の先生ができれば欲しいとい

うふうな要望があれば、市内の中で動かすというふ

うな形で、それぞれの学校が有意義にできるように

精いっぱい頑張っているところです。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 
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○12番（楠 浩幸） どの学校も、そういった専門

の先生は欲しいなとは思うわけなんですけども、や

っぱり限られたリソースの中で湖西の子供たちが本

当に豊かな学び、専門性の高い教科を学ぶ一つの手

段として、得意科目を持っている先生がリモートで

授業をやったらどうかっていうふうな提案を一つさ

せていただきたいと思うんですよ。 

 メリットとして、市内の児童全体の教育の質が向

上すると思いますし、担任の先生もちょっとハンデ

ィがあったりですとか、サポートが必要な子供に目

を配ることができたりですとか、あとほかの授業の

準備ができたりだとかっていうようなことで、余裕

の時間ができると思うんですけれども、そういった

ことはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） これからの課題かなという

ふうに思っておりますけども、実技教科だとかそう

いったところについては、なかなかリモートでとい

うのは難しいかな、基本的なことは教えられるけど

動きまではとか、そういうようなことはあろうかな

というふうに思いますけども、これからの大きな課

題だな、進めていくべきとこかなというふうには思

っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 教育長、民間の塾なんかはも

う数年前からそういったリモートの講義、授業をや

っていて、ＹｏｕＴｕｂｅでも無料で配信をしてい

るのを私も時々見たりするんですけども、非常にテ

ンポがよくて分かりやすくて、やっぱりリモートに

特化した授業の進め方というのも非常に参考になる

と思うんです。 

 よく今までコロナのときにリモート授業というの

を見させていただく機会があったんですけども、一

般の授業をやってるところをビデオで撮って、それ

を配信していくというのでは全く伝わらない、やっ

ぱり今の世の中ですんで、しっかりとそういった動

画の編集ですとかそういったところをしっかりとや

りながら、伝えやすい専門科目を特にやっていくと

いうのは、学校の先生にそれをやってくれというの

は心もとないと思うんですよ、そんな時間はないと

いうふうに。そういった民間の活力を、講義は学校

の先生がやるんですけども、そういった動画の編集

ですとかそういった企画については民間と一緒にや

っていくというのはどうでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） そういう方向は多少あると

思うんですけども、まだ研究不足でそこまでできる

かどうかというのがちょっと分からないので、これ

から研究をしていきたいというふうに思いますし、

授業の内容だけではなくて、授業の中での生徒指導、

子供の関わりとかそういったのというのはやっぱり

すごく大切ではないかなと、その内容以上に大切な

ことってそれ以上にあるかなということもあります

ので、そういったものも鑑みて、いろいろ考えてい

きたいなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 教員も教育長が課題の一つと

して人材不足だっていうようなことをおっしゃった

中で、そうしたリモートの授業ですとかＩＯＴを使

いながら人員不足を、リソース不足を補完していく

ということも進めていくことが必要かなというふう

に思って、提案をさせていただきました。また、研

究していただければなと思います。 

 次の質問に。 

○議長（馬場 衛） 質問事項２ですね、どうぞ。 

○12番（楠 浩幸） ２つ目の質問は、特別な支援

を必要とする児童生徒への対応についてということ

で、ハンディキャップを持った児童生徒さんに対し

て、通級指導教室というのがあるというふうに伺っ

てるとこなんです。そういった通級指導教室の児童

生徒において、取り出しで授業を行うということを、

実際に現場を見させていただいたりすることもあっ

たんですけれども、最近、その取り出し授業も受け

ることができない状態があるよというようなことを、

現場のほうから聞いたんですけれども、そういった

人員不足なのかどうなのかちょっとよく分かんない

んですけども、現状と課題を伺いたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 
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○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 小学校では現在、言語の通級指導教室、これを岡

崎小学校のほうで２クラス開設をしております。取

り出し指導を実施しているところであります。口の

体操だとか舌のトレーニングなど、正しく発音する

練習だとか、音読の練習など個別に指導をしており

ます。 

 課題としましては、人との関わりやコミュニケー

ションがうまく取れないお子さんの指導に当たる発

達通級、これが設置していないということです。 

 開設する小学校の選定ですとか、あるいは指導方

法の研究など、特に指導方法の研究を進めていかな

いと、これはなかなかできないのかなというふうに

思ってますけども、子供たちにとって多様な学びの

場を提供することができるように、ほかの市町で持

ってるところもありますので、他市の事例の研究を

進めて、開設に向けて努めてまいりたいというふう

に考えております。 

 学校生活において、不適応や困り感を抱える児童

生徒や保護者、あるいは生徒指導上の大きな課題を

抱える学校に対して、問題解決を目指す一助として

専門的な知見を持っている生徒指導相談員、こんな

ものの派遣も考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 岡崎小学校の言語の通級教室

というのは、以前から伺っているところなんですけ

れども、やはり今、本当に大きな問題・課題になっ

ているのが発達の通級だというふうに、現場の先生

からも聞いていたりするところなんです。 

 これがなかなかできていないというのは、仕組み

の問題なのか、それともそういったスキルを持った

人材がまだいない、どういったところに問題があっ

て、発達の通級が湖西市ではなかなか進んでいない

のかというのはどうでしょう。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 端的に言いますと人です。

そういう対応できる人がいないということ、これは

今非常に自閉情緒という特別支援学級、これが各学

校急激に増えています。やはり、こういうふうなこ

とがなるだろうということで、教育委員会としても

浜名特別支援学校と交流を毎年持っています。です

ので、先生を３年間そちらのほうの学校に派遣をし

て、しっかり学んで帰ってきてこちらで生かすと、

浜名特別支援学校の先生もこちらへ来て学んで帰る

というふうな形で人事交流、これ毎年図ってるわけ

ですが、そちらの特別支援学級の対応のほうでもま

だ足りないっていう状況に今陥ってます。 

 子供の数は確かに今減ってます。だけど、御存じ

のようにクラス数は増えてます。これは何で起こっ

てるかというと、特別支援学級が増えてるというこ

とです。特別支援学級は１学級８名で１学級が成り

立ってますので、というふうなことで非常に急速に

子供の減り方よりも特別支援学級の子供たちが増え

てるということで、今は教育委員会でもいろいろ進

めてるわけですが、なかなか追いついていかないと

いうところがございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 特別支援学級についても、１

人の担任の先生が８人を見るというのは、本当に物

理的に困難だというお話も実は聞いているところで

す。 

 今、教育長の答弁を伺うと、やはり根本的な課題、

問題というのは人がいないというようなところに収

まるかと思うんです。そうしたときに、湖西市内の

ある学校へ私が訪問をしたときに、学校の先生から

「職員が定員に達していないんで、予算が余ってる

んじゃないの」っていうようなことを私に聞かれた

んですよ。「いやいや先生、職員さんは県費で人件

費が賄われているので、私どもでは」というふうな

回答はさせていただいたんですけれども、そうはい

っても現場は本当に苦慮されている。そういったと

きに、湖西市でそういった職員の採用で増員ができ

ないのかというふうに思うわけなんですけれども、

これは教育長に聞けばいいのか、市長に聞けばいい

のかちょっとよく分からないんですけど、どうでし

ょう。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 先ほどおっしゃいましたけ
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ども、人がいないというのは本当に大きな、我々も

困っているんです。 

 湖西市の広報等にも、必ず何とかの教科の先生が

いたらお願いしますよって載ってますよね。実際、

先生の数が定員数に達していないんです。その中で、

先生方は精いっぱいやってるんですよ。かといって、

じゃあ市で頼めばって、市で頼んだ人がいらっしゃ

れば、こちらのほうでそこへ配置していきたいぐら

いなことであって、本当に誰かいい方がいらっしゃ

れば、本当にぜひ紹介をしていただければなという

ふうに切に思ってます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 本当に、市内の小学校の職員

室の前に、職員募集とかって貼り紙がしてあるよう

な学校もあったりするわけなんです。何でこんなこ

とになっちゃうのかなっていうふうに思うわけなん

ですけれども、ぜひ市のほうからもそういった目で

教育委員会のほう、これからまた予算の配置なんか

もあるかと思いますけれども、目を配っていただき

たいなというふうに思います。 

○議長（馬場 衛） 市長、それでは答弁をお願い

します。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

こんな早く来るとは思ってませんでしたけど、教育

長が言ったとおりで人さえ、人さえというかこれは

今の教員とか先生もさっきの専科もそうですけれど

も、それ以外でもちょっと別になりますけど保育士

さんだとかそっちも、市でやってくれる方がいれば

市費であろうと何であろうというか、そこはやりた

いというのはおっしゃるとおりだし、現状やってて

も人がお越しいただけないので、単純にあとは給料

を上げればいいかとかって言われることあるんです

けれども、そこは昔、個別名は出せませんけどほか

の保育園で緊急的に上げたりしたことは隣の町とか

でありましたけど、なかなかそれは全体の人件費で

もう既に、公務員より先生のほうが給料は高いわけ

ですから、そこの考え方もやりながらやんなきゃい

けないなというふうに思ってます。 

 それはともかくとしても、やっぱり予算面でそれ

は人件費であったりとか、先ほどの施設の修繕もそ

うですしいろんなものがやっぱり出てきています。

これはちょっと別の方の質問もあるので、そこでお

話はできればと思いますけれども、そこはやっぱり

できる限りのことは、人を雇うだとか施設を直した

り新しくするというものはできる限りやっていくと

いうもので、さっきも楠さんもおっしゃってたとお

り、限りのあるリソースがあって、今の一般会計の

200億円が300億円使っていいならもちろんやります

けれども、それとは別にして人は来てくださればや

っていくと、これはやっと湖西病院がドクターも増

えてきたし、看護師さんに関しても新しい制度で相

互にできるようになってきた、今は医療とか病院に

関してはそういうシステムができてきましたので、

学校に関しても同じかなということでやっていきた

いというふうに思ってます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） しっかりと市長部局と教育委

員会ともそういった情報共有していただきながら、

本当に子供たちの教育環境の充実を図っていただき

たいなというふうに思っております。 

 それでは、３つ目の質問に移りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○12番（楠 浩幸） ３つ目の質問は、外国籍の児

童生徒への対応についてということなんですけれど

も、この件につきましても特別な支援の必要な児童

生徒というふうに分類できるとは思うんですけれど

も、やっぱりアプローチが異なるなというふうに思

いましたので、あえて単元を分けて質問をさせてい

ただきたいと思っております。 

 それでは、湖西市の外国人比率が７％をもう既に

超えたということなんです。私はまだ６％台だなと

いうふうに、三千五、六百人だろうなというふうな

認識をずっと持っていたんですけれども、実は

4,000人を超えているというようなことで、特に新

居ですとか鷲津がやっぱり一番多いんですか、鷲津

の場合は10％を超えているような状況だと思います。

そういった勤労者だけではなく、その家族は当然、

小学校や中学校へ通うということで、児童生徒も増
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加しているというふうに聞いているところです。 

 そんな中、日本語のレベルがやはり授業について

いくことができなくて、教室の中でお地蔵さんのよ

うに固まっている児童生徒さんが散見されるという

話も聞いているところです。 

 改めまして、以前、平成30年のちょうど12月議会

だと思うんですけれども、日本語の初期指導につい

て一般質問をさせていただいたんですけれども、改

めて伺います。日本語の初期指導の充実がやっぱり

必要だというふうに思うんですけれども、教育長の

考えを伺いたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今おっしゃったように、必

要だというふうに思っております。 

 楠議員から前回質問を受けてから、いろいろ子供

たちのことを思いということで、いろいろ変わった

ところが何点かございます。湖西市が実施している

日本語教室、今までは１か所でやってましたけども

新居の地域でも増えてきたということで、２か所で

今やっていただいております。日本語指導を必要と

する児童生徒への支援の機会を増やしているところ

であります。 

 外国籍児童生徒の急増に伴いまして、支援体制が

追いついていないというのが、これもやっぱり現状

であります。課題としましては、児童生徒が多くの

国籍を持ってます。今現在、在籍している子供たち、

11か国の児童が在籍をしております。多国籍になっ

たこと、あるいは通訳を含む指導員等の人がやっぱ

り見つからない、なかなか採用できないということ、

編入する児童生徒の年齢によって、日本語や母語の

語彙力が異なっていますので、指導が個別になるこ

とが非常に多いということなどが挙げられます。 

 このような現状を少しでも改善するために、教育

委員会と学校、市民課、国際交流協会で組織した湖

西市外国人児童生徒支援連絡協議会、これにおいて

他市町の事例を参考にしながら協議をし、湖西市に

合った初期支援の仕組みの構築を努めていきたいと

いうふうに考えております。 

 また、県の日本語コーディネーターの派遣要請、

これできますので派遣要請をし、専門家に助言をも

らう機会、これも予定していきたいというふうに思

っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） また、幾つか掘り下げて伺い

たいんですけれども、日本語教室を新居の教室で新

しく開設をされたって、私も何度かちきゅうっこの

教室を見学に行ったんですけれども、最新の情報で

すと恐らく対象になる外国籍のお子さんが60人ぐら

いいらっしゃるって言うんですけれども、実際にそ

ういった日本語教室を利用されているのは６人くら

いで、10％くらいしか利用されていないっていうよ

うなことも聞いているとこなんです。何でなのかな

っていうふうに思ったときに、やはり保護者の方の

認識もしっかりとお伝えする必要があるんじゃない

かなっていうふうに思うわけなんですけれども、教

育長はこういった現状っていうのは認識されてまし

たか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 人数的には伺ってます。し

かも、我々もそうならないように子供のことを思っ

て、編入手続でこちらに来たときに親御さんにプレ

スクールがあるので、まずここのところでちょっと、

国際交流協会のほうで受けたらどうですかっていう

話を全ての方にお話をしてます。ところが実際、今

年度27人中11人の方がプレスクールへ行っていただ

いたということで、半分以上の方はそれはいいから

学校へとにかく行くんだというふうな感覚でいらっ

しゃるということで、これってどうなのか、無理や

りというわけにはいけないんですけども、学校へ行

くなら学校へ行くで学校の中に取り出しとか、ある

いは横について見てあげる、そういった方をつけな

いといかんなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 今プレスクールのお話があっ

たんですけれども、プレスクールも当初は春休みの

入学前の一、二週間、日本語を勉強してもらうとい

う機会があって、期の途中でも受け入れるよってい

うことをやっていただけるようになった、これは大
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きな一歩だったなというふうに思うわけなんですけ

れども、いかんせんこま数が少なくて、どこまで日

本語の通常の学級に入学しても、到底なかなかつい

ていくレベルには難しいと思うんです。 

 平成30年に教育委員会の職員さんと一緒に、浜松

市や磐田市のプレスクールを一緒に見にいって、磐

田市さんは３か月でしたか、プレスクールでしっか

りと日本語を学んで、それからある程度テストのよ

うなものが、それに受かったら小学校、中学校に入

学をしていくという制度がある、菊川市さんもたし

か外国人が多くて、やはり３か月ぐらいやられてい

る。特徴としては、学校の中でプレスクールをやら

れているんです。学校の敷地の中で行われている。

しっかりと日本語を学ぶ機会を、本当に当事者の立

場になって運営をしているというようなことが、一

番の違いかなというふうに思うわけなんですけれど

も、湖西市の場合はこのプレスクールもそうですし、

プレスクールは、ちきゅうっこはたしか市民課さん

の管轄でやられている、プレスクールも恐らくそう

だと思うんですけれども、教育委員会としてはこう

いったところにやっぱりもう少しこま数を欲しいと

かそういったような働きかけ、どういう認識なのか

なというふうに一度伺いたいと思っていたんですけ

ど、どうでしょう。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 直接働きかけといいますか、

一応、湖西市の外国人児童支援連絡協議会、これを

開催してます。特に、適応指導教室の指導員のベー

ス校ということで、鷲津小中の校長先生あるいは国

際交流協会、市民課の職員、学校教育課２名、この

10人で一応協議会をして、どういう状況かという意

見交換をしております。学校にとってはどうなんだ

ろう、国際交流協会にとってはどうなんだろうかと

いうふうな問題を出しながら、少しずつ改善をして

るという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 次の４番目の項目にもつなが

るわけなんですけれども、子供たちがやはり一番不

幸なんですよね、学校へ行って先生が何を言ってる

か分からない、友達もなかなか日本語では意思疎通

ができなくて、学年の違うほかのクラスの子供たち

と休みのときにコミュニケーションを取ったりする

というような現場も見たりするわけなんですけども、

それじゃあなかなか日本語の授業についていくこと

は難しいのかなということなので、ぜひこのプレス

クールの充実を図っていただきたい。 

 最近、浜松市さんでも外国人の方への支援という

のをまた強化していくというような話も伺っており

ますので、ぜひ湖西市単独で行うのはしんどいとい

うことであれば、先ほど来、人材人材っていうこと

で、浜松市さんとの共同でそういった取組も考えて

いただきたいなというふうに思うわけで、いかがで

しょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 取組については、意見交換

をしていくというふうなことは可能かと思います。 

 ただ、政令指定都市と政令指定都市でない例えば

湖西市のようなところだと、職員の対応が異なると

いえば異なるんですけども、例えばうちのほうで学

校の中で初期支援をやる子は県からお金が出てきま

す。浜松市はそういうのをやると浜松市から出てき

ます。ということで、お互いお金の出どこが違うと

いうところは多少問題があるですけども、一応、意

見交換をしながらどんな形でどういうふうに進めて、

人材はどうやって集めてとか、そういうような事柄

については意見交換できますので、十分連携を取っ

てやっていきたいなというふうに思ってます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 浜松市さんも教育委員会が表

に、イニシアチブ取って外国籍の児童生徒さんの指

導に当たってるというわけではなさそう、企画、や

っぱ浜松市さんも市長部局なんですよね。ＮＰＯさ

んなんかもうまく活用されて、そういった運営をさ

れてるというようなことも聞いているので、うまい

ことやっていただきたいなというのが一つです。よ

ろしくお願いします。いいですか、御意見あれば伺

います。 

○議長（馬場 衛） 市長、何かありますか。 

○市長（影山剛士） 市民部長が言ったほうがいい
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かもしれないですけど、そこは首長同士のでは遠州

サミットとかで、確かにまた急増しているので今ま

た話題になってきましたけど、まさに平成30年頃だ

ったか企業も人手不足だとか、コロナ前ですね。そ

のときぐらいからかなり西部地域のほうで、やっぱ

りどこも人がいないので、一緒になってそういった

指導者っていうのか、協力者っていうのかを研修し

ていきましょうというのは、やっぱり浜松市も国際

交流のＨＩＣＥが中心になってますから、そこに菊

川市とか掛川市だったか、その辺から募っていくと

いうような仕組みをつくり始めていたというふうに

記憶をしています。コロナでなかなかできなかった

んですけど、今はまさにこれだけ戻ってきてますの

で、そこは引き続きやっていくし、場所も含めてや

っていく必要があるのかなと思ってます。まさに、

あとは制度の問題で、やっぱり政令市と県とだと全

然話が食い違っちゃって進まないというような、面

倒くさい話が出てくるので、そこは何とか乗り越え

なきゃいけないかなというふうに思ってます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） そこはうまいことやっていた

だけたらなというふうに思っておりますので、市民

安全部長もまたよろしくお願いします。 

 子供たちへのアプローチはそうなんですけども、

先ほどちょっと言いかけたんですけれども、保護者

の方の認識も少し変えてもらいたいなというのが、

どこの業界も人不足というのは今市長もおっしゃら

れたとおりで、後ろにいる企業の仲間たちの職場も

みんな同じような課題を抱えていて、やっぱり外国

籍の皆さんの力なくしては、なかなか製造に限らず

企業、事業の運営というのは難しい時代になってき

ているのだなというふうに強く思うわけなんです。 

 今、企業さんによっては湖西で生まれて育って、

高校、大学まで出てしっかりと正社員の試験を受け

て入社をされているお子さんもいれば、テンポラリ

ーで有期雇用の御両親の下で育ったお子さん、ちょ

っと言葉を気をつけないといけないのですけども、

そういった環境で育ったお子さんは、御両親の姿を

見て日本語はそんなにできなくても、食べていける

んじゃないのかなっていうような感覚を持ったお子

さんも散見されるようです。私の肌感覚です。あく

までも肌感覚ですけれども、そういった本当に優秀

な児童生徒さんもたくさんいるはずなんです。そう

いった子供たちに、やっぱりしっかりと高い教育を

受けていただいて、教育現場であったり民間の製造

業であったり企業に就職してもらうというような、

やっぱり私たち大人の責任だと思うんです。そのた

めには、やはり保護者の意識も変えていってもらわ

ないといけないのかなというふうに思っているとこ

ろです。 

 それでは、４つ目の。 

○議長（馬場 衛） 最後ですね、どうぞ。 

○12番（楠 浩幸） キャリア教育についてという

ことなんです。今のお話の延長になるとは思います

けれども、最近、産業部さんですとか商工会が主催

する物づくりのイベントですとか、学校主催の職業

講話ですとか職業体験、この間もガソリンスタンド

で子供たちが給油、窓を拭いてるというようなこと

を見たりして、ほほ笑ましいなというふうに思って

いるところではあるんですけれども、本当に今、時

代の流れが早くて、小学校、中学校で学んでいる子

供たちが５年後、10年後にどんな姿になってほしい

のか、どんな姿になってんのかっていうことを、バ

ックキャストされた湖西のビジョンが実は見えない。

どんな目的でそういったキャリア教育を進められて

いるのか、これは教育現場と、産業部さんは産業部

さんで一生懸命やられてるんですけども、それと行

政はもとより民間企業としっかりと課題ですとか、

こんな子供たちに育ってほしいね、こんなところを

目指してほしいねっていうようなコーディネートが

やっぱり必要だなっていうふうに思うんですよ。こ

れを学校の担当の先生に、今度、職業講話あるから

企業へ行って事業者さんとこんな話をしてほしいと

か、職業体験も多いとこで30社ぐらい行ったりする

って言うんです。そういったところを１社ずつ調整

するというのは本当に教頭先生や、最近は地域コー

ディネーターさんもお手伝いをしていただいてるみ

たいですけれどもなかなか難しいと思うんです。そ

こはやっぱり、どっかがセンターになって共有をす
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るべきだとは思うんですけれどもいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 山本副市長。 

○副市長（山本一敏） 私のほうで少し述べさせて

いただきたいと思います。 

 市といたしましても、キャリア教育に関しまして

は当然学校だけではなく、市全体で取り組んでいく

ことが重要であると捉えておりますので、今議員お

っしゃられましたコーディネート、これは必要だと

当然思っております。 

 当然、学校側としましてもいろいろ年々、工夫を

凝らして様々な取組はしていきております。そうし

た中で、行政側ですか市側のアプローチ、取組を少

し述べさせていただきますと、市としましては市の

強みであります物づくりから人材を育成していこう

と、そういう思いで３年前にモノづくり推進室を立

ち上げました。議員も御存じかと思いますが、この

推進室では学校と企業とのつながりを広げ、子供た

ちに地元企業を身近に感じてもらい、地域の仕事に

対する理解と愛着を深めることで、将来も地元で働

きたい、暮らしたいと思ってもらえるように、それ

が市のテーマであります職住近接につながるものと

考え、推進室では積極的に企業とのマッチングを現

在行っております。その結果、地域の皆さんや企業

の方々の御協力により、先ほど言われましたけど子

供たちへの職業講話や職業体験をはじめ、併せて教

職員への研修も実施できました。 

 また、昨年度からはこさいの日に、これは市外の

大手企業さんにも御協力をいただき、中学生に対し

て交流体験や工場見学、出前授業なども実施され、

こうした体験を通して、子供たちも物づくりの魅力

を実感することができたと思っております。 

 また、学校以外のイベントとしましても、令和４

年度は仕事体験を小学生が楽しむキッズＥＸＰＯを、

これは市と湖西市、新居の両商工会と共催で実施が

できました。それに続く本年度は、今のキッズＥＸ

ＰＯの後継イベントとして、金融教育の一環でもあ

りますが、物を売るの買うのも小学生の子供だけで

行うキッズフリマというのを、今週のちょうど土曜

日に行う予定ですので、また議員も御覧いただきた

いなと思っております。 

 このように、多くの企業や地域の皆さん、そして

商工会等などの連携により、いろんな事業が充実を

してきております。子供たちも職業観や人生観を育

む機会が増えたと思っております。 

 議員が先ほど言いました学校の地域コーディネー

ター、これの方々もこういう事業を通して、学校独

自に企業と連携を取って、連絡を取って活動をして

いるとこも増えてきております。 

 今後も子供たちと企業との出会いを深め、体験か

ら生き方を考えていくことができるように、市とし

ても努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○12番（楠 浩幸） 心強い御答弁でした。このキ

ッズフリマ、私もパンフレットを頂いておるところ

でございまして、非常に楽しみをしておるところな

んですけども、今副市長が地域コーディネーターさ

んが学校で大分配置が進んできて、独自でそういっ

た企業開拓、調整をやっていただくっていうふうな

ご答弁をいただいたんですけれども、これ私びっく

りしたのが、例えば中学校の職業体験で解禁日があ

るって言うんですね、聞いたことありますか。市内

の企業さん、例えばドラッグストアさん、受け入れ

ていただける企業さんが少ないというのは正直なと

ころで、同じような時期にどかっと職業体験のこま

が発生するので、解禁日と同時に企業さんに電話を

するらしいんです。一歩遅れで取れませんでしたみ

たいな話があったりするわけなんですよ。これって

もう少し調整できんのかな、独自はいいんですけれ

ども、もう少し日程をずらすだとか、本当に今、副

市長に物づくりの話をいただきましたけれども、物

づくりは工業だけではなくて農業ですとか、今では

養殖という考えをすれば漁業についても物づくり、

そういった面でもただただ農業の体験をやってる学

校もあるかもしれないんですけれども、もっと先進

的にドローンを使ってるだとか、自動運転をしてい

るようなトラクター、これからだとは思うんですけ

れども本当に最先端の物づくりを見せて、体験をし

て僕も私もこういった仕事に就きたいなっていうこ

とを、やはり将来を見据えた、先ほど申し上げまし
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たけども５年後、10年後、どんな世の中になってい

るのかっていうところも、少し子供たちに見せてい

ただくようなことができたらなっていう意味で、コ

ーディネートをしていただきたい。本当に、私もモ

ノづくり推進室は時々お邪魔をしてお話を伺うんで

すけれども、そういったところもぜひ教育委員会さ

んと連携をしながら、キャリア教育を進めていって

いただきたいのと、やはりそこに保護者の方も来て

もらって、大手の製造業に就職すれば将来は安泰だ

わっていうのがこれまでのセオリーだったんですけ

れども、中小の企業さんでも本当にきらっと光るよ

うな物づくり、スキルを持った、技術を持った事業

所さんがあったりですとか、農業者さんでもこれか

ら先進的な農業をやっていこうという若い農業者さ

んもいらっしゃったり、そういったところをうまく

開拓をして、子供たちに見せて体験をさせてもらっ

て、そういったことをやっていただきたいなという

ふうに思っております。 

 そういった意味では、大分ここ数年でキャリア教

育については市長部局も熱心に取り組んでくださる

ようになりましたし、そこはうまく学校現場と調整

をしながら、高校や大学は浜松や東京へ行っても、

やっぱり湖西に戻って仕事をやってみようかなって

いうふうに思える子供たちに、一緒になって育てて

いきたいなっていうふうに思いまして、今回、一般

質問をさせていただきました。 

 また、この教育は市の今期４年の政策の一丁目一

番地に置いておりますので、また適宜、一般質問な

りいろんなところでお伺いをしながら、情報共有を

させていただきたいなと思っております。 

 本日の一般質問は以上で終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、12番 楠 浩幸君の

一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩とさせていただきます。再開は

11時15分とさせていただきます。 

午前11時00分 休憩 

───────────────── 

午前11時15分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 次に、17番 神谷里枝さんの発言を許します。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、17番 神谷里枝さ

ん。 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝でございます。

通告に従いまして一般質問を行います。 

 まず最初に、市立湖西病院経営強化プランについ

てであります。 

 市立湖西病院では、平成19年12月に総務省から示

された公立病院改革ガイドラインに基づき、平成21

年３月に、平成25年度までの市立湖西病院改革プラ

ンを策定、経営改善への取組、また平成25年４月か

らは変化する医療環境に対し、迅速かつ柔軟な対応

が可能となる地方公営企業法の全部を適用、病院事

業管理者を設置いたしました。 

 平成29年から平成30年にかけ、全国自治体病院協

議会による診断も受け、令和２年度までの病院改革

プランの策定見直しなどに取り組み、診療科目の削

減や医師・看護師確保、経費削減に積極的に取り組

まれてまいりましたが、いま一つ釈然としないもの

がございました。 

 市立湖西病院は、平成27年に病棟の有効活用を図

るため、慢性期医療の取組を計画し、病床への転換

を図るための改修工事まで行い計画を断念した経緯

や、以前より一般会計からの多額な基準外繰出金の

問題、築後35年を経過し、老朽化した建物、設備の

問題、医師・看護師など医療従事者の慢性的な不足

の課題を抱える中において、市民の安心・安全を確

保する観点からも、設置者であります影山市長は市

立湖西病院の存続・必要性については、意思表示を

されてまいりました。 

 このたび2021年、総務省公表の公立病院経営強化

ガイドラインに基づき、計画期間を令和５年度から

９年度とし、超高齢化社会の急激な進展、いわゆる

2025年問題を間近に控え、地域に密着する病院像を

明確にし、持続可能な地域医療提供体制を確保する

ために、市立湖西病院経営強化プランの策定に取り

組まれております。 

 質問の目的でございますが、11月21日の全員協議
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会において詳細な説明はございましたが、持続可能

な地域医療提供体制の確保に向けた市立湖西病院経

営強化プランの見える化を図り、市民の理解を得る

ために質問いたします。 

 質問１点目。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 市立湖西病院は、平成27年に

病棟の有効活用を図るため、慢性期医療への取組を

計画し、療養病床への転換を図るための改修工事ま

で行い断念、また、この時期に多数の看護師さんが

退職された経緯などの反省点を踏まえ、今回はどの

ように医療従事者間の情報共有や共通認識を図った

のか、お伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。病院事業管理者。 

  〔病院事業管理者 杉浦良樹登壇〕 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 経営強化プランの作成に当たっては、改めて病院

の方向性、目指す病院像について職員と共通認識を

図るため、昨年の11月に職員全員を対象とした職員

アンケートを実施いたしました。それから、今年度

に入りまして職員全員に対する説明会を２回ほど実

施いたしました。また、プラン策定委員会の開催時、

これも３回ほど開催させていただきましたが、そこ

への職員の傍聴もしてもらうなど、情報共有と共通

認識、そして経営に参画する意識づけに努めてまい

りました。 

 また、月初めの朝にやっております定例集会にお

いて、大貫院長自ら基本理念である信頼と貢献の唱

和などを実施して、職員の士気を高めているところ

でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 昨年の11月ですか、職員アン

ケートを取られたっていうことですけども、どうい

った反応っていうか、医療従事者のお答え等があっ

たのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） やはり、まだまだ

浸透というところは少しいってないのかなっていう

ようなところもございましたが、前向きな回答、こ

れからこうしたらどうかとかっていう提案もござい

ましたし、それからどうなっていくんだという不安

もございました。それから、今までやっていること

のこれからの整合性、特に医師のほうからは、じゃ

あ一体、自分たちはどんなことをすればいいのかみ

たいなところもございましたし、そういった意味で

いろんな意見をいただいて、それを一応職員に返す

ということで、職場長を通じてそのアンケート結果

を返しているというところでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん、いかがですか。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。質問

等に対して、アンケート結果を返していったってい

うことでございますが、私としますと、それこそ第

２回目の策定委員会、８月29日の策定委員会のとき

に院内の動きが緩慢で、課題に取り組む仕組みがな

いのが実情であるという発言がありました。そうい

った中で、２か月足らずでこの計画案が策定をされ

てきまして、今現在、明日までですか、パブコメも

されていますけども、本当に先ほど管理者がおっし

ゃいましたように、病院経営の基本理念、思いやり

をもって医療を行い、皆様から信頼される病院を目

指すことで地域社会に貢献するっていうことについ

て、本当に医療従事者が一丸となって、今回は立ち

向かっていくんだよっていうところにどうしても一

抹の不安を覚えてしまうんです。この２か月前にな

かなかそういったことに進んでいきたいんだけども、

その体制が取れていないっていう内容だったかなと

思ったときに、本当に大丈夫かなっていう不安を抱

えたものですから、ちょっとそこら辺が本当にもう、

これが正式に計画が認定されていけば、必ず向かっ

ていくっていうそこら辺の真意を、ちょっと確かめ

たいなと思ってるんですけどもいかがですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 100％というか、職員全員が同じ方向、ベクトル

が向くっていうのは大切なことだと思うんですけれ

ども、やはり全てがっていうのは現実的にはいって

ないのかなという肌感覚は持っておりますが、これ
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から向かう方向、地域包括ケア病棟化とか、それか

らこの後出てくるかと思いますが、総合診療医を中

心としたというか、今はあれなんですけれどもそう

いったいわゆる全般的な医療、高度ではないけれど

も市民に密着したというか、そういった医療を目指

すという方向については認識が一致してきているの

かなという実感は持っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。では

２点目に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 病院の方針として、総合診療

医を超えたコミュニティホスピタルを目指し、将来

的には総合診療医を含む医療スタッフを育成する基

幹施設を目指す。また、急性期から回復期へ一部機

能転換し、１病棟を地域包括ケア病棟に変更し、経

営強化を図るとのことですけども、もう少し内容と

また市民へのメリットなどをお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 医師確保については、従前から浜松医科大学に派

遣要請をしておりますが、症例数の少ない当院では

さらなる派遣というのが非常に厳しい状況でござい

ます。総合診療医を当院で育成することが医師不足

の解消につながるものと考えております。 

 当院では、既に常勤の循環器内科の医師３名が総

合診療医を指導・育成できる特任指導医の資格を取

得しました。今年度内には、新たに常勤の外科医２

名が取得する見込みで、当院が総合診療医を志望す

る若手医師の研修施設となる体制を整備していると

ころでございます。 

 総合診療医の充実により、診療できない事例を極

力なくすことができ、加えて、今後需要の拡大が見

込まれる在宅医療の充実が市民や患者さんにとって

のメリットであると考えております。 

 また、以前から進めていた地域包括ケア病棟化プ

ロジェクトチームによる検討を基に、10月からこれ

まで11床であった地域包括ケア病床を47床で一つの

病棟といたしました。 

 地域包括ケア病床の病棟化につきましては、回復

期への機能を拡充するもので、入院患者数の増加及

び入院収益の増加を図るものです。また、看護師の

増員が見込めない状況においては、病棟化すること

により、現有の人員で効率的な配置が可能となりま

す。 

 病棟化による市民、患者さんのメリットといたし

ましては、以前よりも退院・転院調整に時間的な余

裕が生まれまして、患者さんをはじめ御家族の負担

が軽減されるものと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 今の御答弁の中にも総合診療

医っていう言葉が散見するわけですけども、まず総

合診療医とはどのような診療を行っていくのか、お

伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 今までは内科とか外科とか、そういう整形外科と

かいろんな臓器別で、専門医制度というのが成り立

っていたんですけれども、全般的によく言う体全体

を診る医師という意味での総合診療医というのが、

19番目の専門医に認定をされたということで、まだ

これ開始されたばかりなので、広く一般にいろんな

ことが日常的に診られる医師ということになろうか

というふうに思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。そう

しますと、総合診療医が増えてくれば、在宅医療の

充実にもつながっていくっていうことだと思います

けども、今回このコミュニティホスピタルを目指し

ていく緩やかな提言の一つに、在宅みとりも月１件

程度行いたいよっていうようなことが書かれており

ました。そうしますと、この総合診療医っていうよ

うな方が訪問診療を担当していて、もう少しあの病

院まで通院しなくてもおうちで診てもらえる機会が

増えてくるよって、そういうふうに解釈してよろし

いでしょうか。 
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○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 考え方としては在宅にいて、時々入院というよう

な感覚でできればというふうに思っていて、常にそ

の患者さんの状態が、訪問診療へ行きながら診れた

りだとか、あるいはよその医療機関だとレスファイ

ト的なところも少しやられていて、自宅で診てられ

るときに、いろんなものを使いながらその患者さん

を診ているときに、少し疲れてきたとかそういった

ときに関してのレスファイト的な入院の扱いという

のも、将来的には考えていっていいのかなというふ

うには思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） それこそ今、救急車の適正利

用っていうのもすごく大きな課題にはなってきてい

る中で、私は今回こういって湖西病院さんが総合診

療医っていうものに取り組んでいかれるということ

はそういったことに、救急車の適正利用にもつなが

っていくのかなっていう期待感を持っているんです

けども、そういうふうに思っていてもよろしいです

か。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） おっしゃるとおり

で、常々見ているときにこうなった場合は、こうだ

ということが見ている御家族だとかに分かってもら

えていくようになれば、100％なくなるとは言いま

せんけれども、そういったものが徐々に分かってい

ただけて、あらかじめ入院が先にできたりだとかす

ることによって、あるいは訪問で診療に行きますの

で状態がある程度分かっていて、共有ができてくる

と思いますので、将来的にはそういったところにも

つながっていくというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。それ

こそ、高齢世帯とか老老介護とかやっている人にと

っては、すごい心強いことではないかなと思います

ので、本当に周知のほうもよろしくお願いしたいと

思います。 

 あと、収益の話も出てきてはいるんですけども、

検診事業についても維持拡大を図っていかれるって

いうふうに記載されていると思うんですけども、湖

西はもともと企業が多いところなので、やはりこの

企業の検診をもっと拡充していけば、収益につなが

るんではないかっていうお考えを持っている方もい

らっしゃいましたけども、今後は令和４年度で１億

2,400万円ぐらいの収益があるわけですけども、こ

こら辺にもう少し力を入れていく、そういうお考え

でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 おっしゃるとおりで、なかなか患者さんをつくれ

っていうのは難しいことだと思いますし、病気にな

れというわけにはいかないので、検診が幸いにして

企業がたくさんあるここで、市場性という意味では

たくさんあると思います。 

 ただ、規模的に大きな企業を一手にっていうとこ

ろができていかないので、それこそほかの医療機関

と提携、医療センターだとかそういったところも含

めて提携をしながらやっていければ、変な言い方で

すけど市場性はあると思いますし、今でも少しずつ

手を加えればできていくと思います。ただ、今まで

スタッフの意味でスタッフがちょっと足りなくて、

例えば人間ドックに関しても、やはり今だともう内

視鏡での胃の検査っていうのが主流になりつつあっ

て、なかなかバリウムを飲んでのＸ線撮影というの

はあまり好まれない時代になってきている中で、そ

こを実施できる医師がいなかったところもあって、

毎日できていなかったところが４月にまた医師等が

来てくれたので、できない曜日がなくなってきたの

でそこら辺も拡充ができるかなというところも含め

て、まだ検診制には伸び代があるなというのがある

ので、積極的に取り組んでいきたいですし、また婦

人科の部分に関してもやはり医師１人だったのが２

名体制にもなってきたので、そういった部分での婦

人科検診に関しても拡充ができていけるのかなとい

うふうなところがあるので、伸ばせていけたらいい

なというふうに思いますし、そういう施策を打って

いきたいというふうに思います。 
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 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。今の

ところでもう一点ちょっとお聞きしたいんですけど

も、総合診療医を含む医療スタッフを育成していく

基幹施設にしたいっていうことで、これはやはり湖

西病院としてもなかなか人材が確保できないので、

自分のところで育成をする、まずはそこが大きな目

標っていうことでよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 そのとおりで、それにはやはり専攻医として医師

に来てもらわなければいけない、そのためには指導

医が必要だということで、そこら辺が着々と進めて

いて、先ほど述べさせていただいた常勤の循環器の

医師３名が特任の指導医に、指導医がいないとでき

ないというのがあるのでそこが３名、それから外科

医のほうも２名ほど、今年度中には資格が取得でき

ると思っておりますし、それからかねて豊田地域医

療センターのほうとの協力体制の下に、その専攻医

の育成プログラムの中に、当院を来年度から入れて

いただくことができているので、本当に来ていただ

けるかどうかはちょっと分からないですけど、希望

すれば来てもらえるような体制が整えられたところ

があるので、そこら辺も期待しながら進めていきた

いですし、浜松医大にもあるんですけども、浜松医

大のプログラムには来年度は乗れなかったので、再

来年度以降になると思うんですが、そういった意味

でそういったところを利用しながら来ていただけれ

ばいいなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 随分心強いことなんですけど

も、そういった総合診療医を育成する基幹施設にな

っていくっていうことは、市民にとってどういった

利点があるんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 まず１点は、医師が増えるということで、その医

師は当然もう前期研修医でもないですし、一般的に

やっていただける医師が増えるということと、そう

いう人たちは先ほども言っている在宅医療もやって

いただけますし、それから外来診療、入院診療とい

うことで幅広くできていくので、診療活動が容易に

なっていて、たくさんの患者さんを診ることができ

るということにつながるというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました、ありがとうご

ざいます。 

 では３番目に。 

○議長（馬場 衛） 質問事項の３問目ですね、ど

うぞ。 

○17番（神谷里枝） 浜松市との連携協定において、

期待されることや今後の見通しについてお伺いいた

します。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 以前から行っている患者さんの相互受入れや、医

師の派遣に加え、本年度は助産師外来の開設、脳血

管疾患に関する画像データの連携を開始いたしまし

た。 

 また、先月開催いたしました「浜松医療センター

市民公開講座ｉｎこさい」には多くの市民の方、94

名と聞いておりますが多くの方に参加いただき、

「大変分かりやすかった」「これからも開催してほ

しい」などの感想をいただきました。 

 加えて、浜松医療センターの海野院長も来ていた

だきまして、湖西市民の医療への関心が高いことへ

の驚きをおっしゃっていました。 

 さらに、次年度の入学生から対象とする浜松市立

看護専門学校への湖西市枠の設定は、当院の看護師

不足の解消に向けても大いに期待しているところで

す。こうした連携の強化により、患者さんの利便性

向上に加えて、安心・安全な医療が継続的に提供で

きるものと思っております。 

 今後は、この連携が途切れることのないよう、定

例的に協議する場を設け、双方にとってメリットの

ある連携事項の協議をし、さらに連携を強化してま
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いりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） この講座は私も傍聴させてい

ただきましたけども、本当に専門医の方のお話を聞

くっていうことがなかったんです、自分すごい病院

嫌いなものですから。でも、やっぱり自分の健康は

自分で気をつけていかないといけないし、医療は本

当にどんどん進んでいっているっていうことも認識

することができましたので、やはりこういった市民

講座っていうのは今後も先方さんの御都合もあるで

しょうけども、やっぱりすごく必要なことではない

かなっていうことは認識をいたしましたので、継続

的にお願いしたいと思います。 

 そういった中で、先ほど御答弁にもございました

けども、定期的に協議を進めていく必要性、本当に

そのとおりだと思うんですけども、何か特段、どち

らから呼びかけるとかそういうことがあるのかない

のか、本当に逆にお願いする湖西市側とすると、ど

ういったことに配慮しなければいけないというよう

なことがございましたら、お伺いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 今医療センターのほうからは、健診でコラボでき

ないのかっていうのは、海野院長からもいただいて

おります。ただ、何をどのようにとかっていう具体

的なところは進めてはないんですけれども、そうい

った部分を含めまして、今はまだ定例的に会議って

いう場を設けていないもんですから、今やっている

のは、外来に関するところの産後ケアだとかってい

うところの具体例が今出ているので、そのやり取り

はやっているんですけども、定例的に何かテーマを

持ってとか、今お互いにというようなことはやって

いないので、今後は定例的にやりたいなっていうと

ころをお互いに言っているところなので、そこの中

で特に人事交流はできたらいいなというふうにお互

い思っているもんですから、そういった具体を今後

できていければいいなと思いますし、したいと思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。せっ

かくこう存続を云々っていう意見が強い中で、やっ

と湖西病院がいい方向に動き始めてきているかなっ

て私は感じ取っていますので、やはりこういった連

携とかネットワークを大事にしていっていただきた

いと思います。 

 では、次の質問４問目に移ります。 

○議長（馬場 衛） ４問目ですね、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 災害時を想定した医療供給体

制の整備が必要とされておりますが、内容をお伺い

いたします。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 災害時を想定した医療体制の整備につきましては、

当院だけで解決できる問題ではなく、市全体で考え

ていくべき課題であると認識をしております。 

 災害時には、災害直後の混乱期における重症者の

救護のため、充実した緊急医療機能や医療スタッフ

の確保、一部の医療機関が機能停止に陥っても他の

医療機関が対応できる地域医療連携の確立、救護用

の医療器材や薬品等の備蓄と供給体制の確保などが

必要となります。 

 そのため、今年９月には健康増進課が事務局とな

りまして、災害時の医療救護体制について関係機関

が連携して協議・検討を行う「湖西市災害医療救護

体制検討会」が立ち上げられたところです。当院と

いたしましても、９月３日に開催された静岡県総合

防災訓練において、派遣された災害派遣チーム、Ｄ

ＭＡＴとよく言われてると思うんですが、ＤＭＡＴ

からの助言により、市の医療救護本部を初めて病院

内に設置し訓練を行いましたが、スムーズな情報伝

達などの課題があったことから、現状の問題解決に

向けて関係機関と引き続き協議し、市民が安心でき

る医療体制を構築したいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 先ほど、健康増進課が中心に
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なって対策検討委員会のようなものを立ち上げたと

いうことでしたけども、この医療供給体制のメンバ

ー構成っていいますか、そこら辺はいかがでしょう。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 今回、立ち上げをいたしました災害時における医

療救護体制の関係につきましては、今まで市では医

療関係団体と個別に調整を進めてまいりました。顔

の見える状態ではありませんでした。本年９月の静

岡県総合防災訓練の実施に向けまして、先ほどあり

ましたＤＭＡＴのドクターから、情報共有の大切さ

というような御助言をいただきましたので、この調

整の中で関係機関が集まり協議・検討する場が必要

ということになり、湖西市災害医療救護体制検討会

をこの９月に発足をさせました。 

 協議内容といたしましては、発災直後からの急性

期におけます医療救護本部体制に関すること、それ

から２つ目といたしまして急性期、発生直後におけ

る救護病院と救護所の体制の連携に関すること、そ

れから急性以降の健康支援体制、これは２週間から

３週間後になりますが、ここの避難所に避難されて

いる方の健康をどのように診ていくのかというよう

なことも含めまして、災害医療全般について協議を

する場ということで設けさせていただきました。 

 メンバーにつきましては、浜名医師会、浜名歯科

医師会、浜松市薬剤師会の３師会と言います。こち

らのメンバーと市内救護病院であります浜名病院と

市立湖西病院、救急搬送を担当します市消防本部、

それから市の救護班の職員の代表を合わせて12名で

組織をさせていただいてございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。そう

しますと、そういったことがマニュアル化されて、

各種団体っていいますか、そういうところに配布す

るっていうか、設置していくとかってそういうこと

も考えられるんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 今回、まず９月３日の総合防災訓練で初めて湖西

病院内に医療救護本部というのを、市の救護班の本

部と救護病院の災害対策本部を合同で同じ場所に設

置するということによる情報の共有化、スムーズな

医療体制への適切な対応というようなところも含め

まして、設置をさせていただいたこれの課題がやっ

ぱり幾つか出ておりますので、この辺りをまず中心

に先ほどの検討会のほうで今協議を進めさせていた

だいてございます。 

 今後も年度内に、年を越して２回ほど調整をさせ

ていただきまして、いろいろな課題がそれぞれの団

体から出ておりますので、これを１つずつ解決して

まいりたいなと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 動き始めたばっかりというこ

とかなと思いますけども、やっぱり人がこう変わっ

たりしますので、ちゃんとした文章、マニュアルで

引き継いでいかれたらいいのかなって思います。お

願いいたします。 

 では５問目に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 新築移転についてのお考えを

お伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 令和３年度に実施いたしました建築物・建築設備

劣化診断では、病院存続のためには大規模改修、移

転新築等の検討が必要であるとの結果でありました。 

 医療活動を行いながらの大規模改修は、仮設設備

の建築費用や一部医療活動の制限が必要となること

などを踏まえて、大規模改修と移転建築を運用面や

費用面を総合的に比較して、その結果、現在は新築

移転を優先して検討しているところです。具体的に

は、院内にプロジェクトチームを立ち上げて、基本

構想策定の準備に取りかかっているところです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 新築移転については、プラン

を拝見しますと、いろんな考え方が見え隠れしてき
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ているのかなという気はいたします。 

 ただいまの御答弁の中に、プロジェクトチームを

立ち上げてっていうことでしたけども、またメンバ

ーをお伺いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 今のところ、私、

院長が中心となって若手医師とそれから看護師、放

射線技師、理学療法士、管理栄養士、検査技師、臨

床工学技士、薬剤師、そのほか事務４名ぐらいで検

討を始めているところで、若手の意見の分科会みた

いなものも今後設けていきながら、将来構想も含め

ていろんな場面での検討を進めていきたいなという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 病院の新築移転っていうと、

本当にまた大きな財政措置が必要になるんですけど

も、初めから例えば市役所側の財政とか資産経営管

理、そういった立場の方を交える必要はないんでし

ょうか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） いわゆる新築移転、

大きな金額になっていくので、そこら辺の市のほう

の政策もあると思いますので、そこのところは資産

経営課との調整というか、話のほうはさせていただ

いてはおります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） やる気を出していろいろアイ

デアを出してくれても、最終的に予算がないよって

いうんでは、それこそまたやる気も失せていってし

まうかなと思うので、私はある程度、早いうちにそ

ういった財政面も土俵に上げて、検討ができていく

ほうがいいのかなっていうふうには思っております

のでお願いしたいと、お願いよりは御検討ください。 

 当初予算時点では、今年度より基本構想をつくる

ようになっておりましたけども、これはもう確実に

遅れていくというか、いかがですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 中でどういうもの

にしていきたいという話が煮詰まってきているので、

あとはスペースの問題だとかっていう具体的なもの

も含めて、そこら辺の現場の意見も聞きながら、今

言った大きさにも制限が出てくると思うので、やは

りやりたいっていうとかなり面積的にも多くなって

きてしまうので、そこでは当然制限が出てきてしま

うので、そういったものを少しコントロールをしな

がらやっていかないと、できていかないというふう

に思っているので、まだ準備段階ですけれどもやる

方向性が少し明確に、回復期も含めた地域包括ケア

病棟化も進めているので、そういった部分も視野に

入れながら、今後の医療展開をどうしていくのかっ

ていうのは大きな展開になってくると思うので、医

療機器がどの程度のものが必要だとかっていうとこ

ろも、いろんな検討事項があるので、そういったと

ころを含めて検討のほうは進めていきたいと思って

ますし、今、公にこうしようというふうなところは

できていませんが、次年度に向けてメンバーも構築

し始めているので進めていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、基本構想を打

ち出すのは、例えば１年ぐらい遅れますよっていう

ふうに思っていればいいですか。当初予算では、今

年度でしたか、当初予算時点では今年度より基本構

想をつくるっていうふうになっていたと思うんです。

それが今いろいろ経営強化プラン、またいろんなこ

とを議論している中で、基本構想も今年度中は無理

であって、じっくりいろいろ議論した中で来年度と

かになりますよっていう解釈でいていいですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 今年度、もうこれ

だっていう構想は今の段階では明確に出ないので、

来年度に向けて検討いたしたいと思いますし、そう

いった文面は来年度には出るような検討をしていき

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。では、湖西病

院の新築移転についての基本構想は来年度中には出
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てくるというふうに認識いたしました。 

 ６問目に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 持続可能な地域医療提供体制

の確保に当たっては、病院利用者からの意見聴取や

市民の理解を得るための情報発信が重要と考えます

が、今後どのように対応していくのか、お伺いいた

します。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 現在の当院の取組や、今後、当院が進むべき方向

性について広く市民に周知するとともに、理解を深

めていただく必要があると考えています。 

 その対応として、これまでコロナ禍で開催できな

かった病院まつりや病院事業説明会を再開し、直接

市民と対話できる場を設けるとともに、退院時のア

ンケートや投書など、患者さんからの御意見に対す

る当院の対応状況について、院内掲示や病院のウェ

ブサイトへの掲載、病院について御理解いただける

よう努めてまいります。 

 また、11月１日に発行いたしました当院広報紙の

「きずな」において、新任医師を紹介したところ、

医師の知人から反響の声をいただいておりますので、

引き続き広報紙やウェブサイトなどの充実を図って

まいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。今も

御答弁いただきました。以前は、本当に病院事業の

説明に先生とか看護師さんもおいでいただいて、本

当に対面式でできてよかったかなと思ったんですけ

ども、ただいまの御答弁でコロナ禍もありできなか

ったけども、今後は再開していくよということでぜ

ひともお願いしたいと思っております。 

 利用者からいろんな意見もお聞きするわけですけ

ども、そういった意見の取扱いっていうか、投書箱

に入っているいないも別にして、そういった市民か

ら聞いた声に対して、病院側として公表していくっ

ていうか、見える化を図っていくっていうお考え、

また対応などをお伺いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 おっしゃっていただいたように、意見はかなり毎

月アンケートで出てきたりしたり、退院時にアンケ

ートみたいなものを取ったりして、いろんな意見を

いただいているんですが、直接お名前を書かれた人

にはその答えは返してはいるものの、無記名だとか

重複するようなことがあったときに、掲示物を使っ

て案内のほうはしていないので、できれば、同じよ

うな意見を持ってる人の無記名のものの病院として

の回答みたいなものは、掲示板をつくって表示した

いなというふうに思っておりますし、ウェブサイト

も古くてあれなので、来年度少しリニューアルした

いなというふうに考えているので、そういったもの

を利用しながらやっていきたいなというふうに思っ

ております。 

 それからすみません、先ほどのお答えの中で、来

年度に新築移転が出るという話をしたんです。場所

の話はまだちょっと明確にできていないので、大き

さ的にどうなるかとかっていうところはあるとは思

うんですけど、場所はどこに行くっていうのはまだ

明確に、来年度中にも出るか出ないか分からないと

思うので、そこら辺は少し訂正のほうさせていただ

きたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷議員、よろしいですか。 

○17番（神谷里枝） 承知しました。本当にうかつ

に言えないなとは思いますよね、先日もある会議を

傍聴させていただきましたら、やっぱり鷲津から湖

西病院がなくなるとはっていうような御意見もござ

いましたので、一人歩きしてしまので、やはり本当

に慎重に取り組んでいただかないといけないかなと

いうのは重々承知しております。やり直しは利かな

いと思いますので、本当に熟慮に熟慮を重ねて計画

を進めていっていただきたいと思います。 

 あと６番の質問ですけども、市民の理解を得るた

めに、情報発信が必要でいろいろやってくださるっ

ていうことでしたけども、例えば受付なんかで今何

番の人を診療していますよっていうモニターって言

うんですか、例えばああいったものに、決まってか
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らですけども湖西病院はこういう方向性に向かって

いくんだ、やれることやれないこと、こういったこ

とがある、でも療養病床等を設置して進んでいくん

ですよとか、そういったぼーっと待っている間に、

そういった情報提供するっていうことができるのか

どうか分かんないですけども、ふと思ったときにウ

ェブサイトとかわざわざ見にいかないと見られない、

「きずな」もそうですね、関心のある人しか見ない

っていったときに、いかに多く情報発信するかって

自分なりに考えたときに、あれが何とかうまく使え

ないかなと思ったんですけども、いかがですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 確かに、待合室で

画面があって今何番やってますよとかっていうのが

あって、あそこに案内はある程度載せられるという

ふうに思いますので、帰ってどういったことがどれ

くらい載せられるのかっていうことを少し確認をし

てから、できるようであればそういった案内板とし

ての役割もできれば掲示物的なこともできると思う

ので、そうすると紙の掲示物がたくさんあって、ど

れを見たらいいか分からないとかっていうのはある

と思うので、少しどこまでどういうことができるの

かということを確認をさせていただきたいというふ

うに思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） よろしくお願いしたいと思い

ます。 

○議長（馬場 衛） ここでお昼になりましたもの

ですから、質問の途中ですがここで休憩とさせてい

ただきます。再開は13時とさせていただきます。 

午後０時01分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開しま

す。 

 引き続き、17番 神谷里枝さんの一般質問を行い

ます。 

 主題１、質問要旨７番目からとなります。神谷里

枝さん、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） では、市立湖西病院経営強化

プランについての最後の質問となります。 

 全国自治体病院協議会の報告によりますと、地域

医療を継続的に確保するためには、行政か病院かで

はなく、双方が協力して住民の医療を守る仕組みが

必要とされておりますが、行政としてどのように連

携していくおつもりなのか、お伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 市長、お願いします。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 全自病の今の報告書なんかも、随分かなり昔のこ

とのように思っちゃうんですけれども、あれから何

年たったかあれですけど、当然そこはよくあれをし

っかりと分析というか評価をいただいて、分析いた

だいてやってきて、当然杉浦さんとか大貫さんに病

院の中ではやっていただきましたし、行政としてと

いうことですので、そこはこれまでもといいますか、

そのときの全自病の報告もそうですけれども、今の

議論いただいたプランの前の改革プランってあった

と思うんですけれども、あのときも当時は副市長が

田中副市長だったので、かなり田中副市長に病院に

入っていただいて、もう大変御苦労されながらでし

たけれどもつくっていただいたと。今度のプランは

副市長が鈴木さんで、しっかり勉強しながら今やっ

ていただいているというふうになっております。で

すので、別に副市長だけではありませんけれども、

そういうふうに一つ一つはこれまでも連携をさせて

いただいて、一緒にコミットしながらつくっていっ

てますし、これからもそうやらなきゃいけないし、

変わらずにやっていきたいなと思ってます。 

 さっき幾つか個別の御質問もありましたので、例

えばＤＭＡＴのことなんかは、やっぱり健康福祉部

だとか、地域全体を見ながら湖西病院とか浜名病院

と健康福祉のほうでかなり調整をいただいて、今回

実現ができましたですし、今年からっていうか今度

から始まる看護師さんの湖西市枠なんかも、これも

行政がやっぱり湖西病院だったり医師会さんだった

り、そういった調整をかなり繰り返しながらつくり

上げてきてますので、そういったものを当然今回の

プラン、今回のプラン自体は今現在進行形でさっき

の総合診療医だとか地域包括ケア病棟だとか、これ
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までもこういうふうな方向性でやっていきますと、

杉浦さんなり湖西病院から言ってもらって、それを

紙に落としたっていう形ですけれども、そこは当然

さっきの予算の話もそうですし、組織の話、機構と

いいますか組織体制の話もそうですけれども、そこ

は当然一緒にコミットしながらつくり上げていくこ

とは変わらないかなというふうに思っています。 

 また、ちょっとさっきも議論になった設備、移転

も含めてですけれども、そこもやっぱりこれはプロ

ジェクトチーム自体は湖西病院のものですけれども

さっきの資産経営だったり予算だったりとか、そこ

はしっかり担当に入ったり、僕たちも聞かせていた

だいてますので、まだ今その段階としてさっきの構

想が、たしか僕の記憶ではこの前の２月の予算のと

きには５年度から構想をつくり始めますよっていう

あれなので、特段、そのスケジュールにのっとって

今やっている途中ですし、今の段階で場所に関して

あそこですとか、そこですとかそういうことはなか

なか言えないので、これは複数の候補地を現在進行

形で、当然病院が中心となりながら我々行政サイド

も当然そこはコミットしながら進めさせていただい

てますので、そういったものは変わらずにやっぱり

地域の医療ということで、地域医療の拠点としての

湖西病院ということは変えずに、前もちょっと話が

ありましたけど、市内の浜名病院ですとか医師会さ

んとの連携体制もコロナを経てやっと、これから築

き上がって今来ているところですし、市外との、こ

れも浜松の医療センターともコロナ禍があったため

にやっぱり２年、３年遅れてしまいましたけれども、

今こういった形で形になってきつつありますので、

そこは病院であり行政であり、湖西市全体として進

めていかなければならないかなというふうに思って

おります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。本当

に今御答弁にもありましたように、平成21年から病

院の改革プランに着手し始めて、やっとここに来て

湖西病院として進む方向性とか、位置づけが明確に

なりつつあるかなっていう思いは多分、市民の方に

も伝わっていればいいですし、ここにいる議員の方

も感じ取っているんではないかなというふうには感

じております。言ってみれば、平成21年からですと

もう本当に10年以上もかかってしまって、遅きにも

あらずかなっていう感がないわけではないですが、

機が熟したっていうことで、やっとここまで湖西病

院の方向性というものが見えてきたので、そういう

意味ではありがたいと思いますし、市長をはじめ関

係各位の御尽力にも感謝したいと思っております。 

 そういった中で、チーム湖西としてやっていくっ

ていうことがあると思うんです。湖西病院、浜名病

院、医師会、市内各クリニックとか消防署とか、チ

ーム湖西としての医療連携体制を強化するというこ

とは大変にいいことだと思うんですけども、例えば、

こういったチーム湖西の会合はどこが主導で開催し

ていくとか、企画運営っていうふうになっていくん

でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） すみません、そういう質問は

なかなか想定していなかったので、主導というのは

別に、別にって言ったら失礼ですけどやっぱりメデ

ィネット湖西もこうやって回り始めてますし、メデ

ィネット湖西も健康福祉部が事務局的にはやってい

ただいてると思うんですけど、湖西病院、浜名病院、

医師会とそれぞれが意見を持ち寄って、前向きな形

で新しいことも含めて今は回していただいていると、

事務局機能はそれは湖西市というのか健康福祉部か

なとは思いますけれども、メディネット湖西的には

前向きなそういう医師会からの提案とか、浜名病院、

もちろん湖西病院もですけれどもそういったものを

持ち寄って回していただいているのかなというふう

に聞いております。 

 ちょっとそこに関しては誰だろう、病院なのか健

康福祉部に補足いただいたほうがいいかもしれませ

ん、すみません。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします 

 個別の、今あったように市として消防も含めそれ

から健康福祉部も含め当院も含め、浜名病院もとい

うような格好で、メディネット湖西というのが組織



５３ 

として立ち上がっていて、定例的にというか会合の

ほうは持っていると思うんですけど、医療としてや

るところでは、浜名病院と湖西病院というとこでの

やり取りっていうところは、全体としてはまだ進ん

でないんですけど、浜名病院の院長とうちの院長が

話をして、こういうことがやれませんかとかってい

う具体的な話は少ししているので、うちのほうにち

ょっと、うちの状況を向こうの院長に見にきてもら

うとかっていうような具体は、今後、進めていかな

くてはという話はしているところです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。私は

そういう一堂に会して地域医療をどう守っていくか

とか、そういったことを検討するっていうか話し合

うっていうか、そういう場が設けられるのかなって

いう思いがありました。そういったときにどこが企

画運営っていうか、最初に口を開いて「じゃあ、こ

ういった場を持ちましょう」ってやっていくのかな

と思ったもんですからお聞きしましたけども、そう

いうことは考えていなかったっていうことですか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） 誤解があってはいけないので、

今回の、名前としてはメディネット湖西ですし、市

外について市内での連携協定を浜名病院とか医師会

さんと湖西病院と消防等も含めて湖西市として行っ

たわけですけれども、やっぱり困り事だとか、これ

までの連携が何となくだったものをしっかり明確化

していきましょうねとか、さっきの医師が不足、看

護師が不足っていうのはどこの病院、具体的に浜名

病院と湖西病院との関係もそうですけれども、役割

分担も含めて、そこをよりよくしていくようにやっ

ていきましょうねということでしたので、困り事と

はどの病院だったりどの組織としても持っているも

んですから、そこを持ち寄ってよりよく、湖西市内

での救急搬送であったりですとか医療をやっていき

ましょうねということですので、やっぱ困り事をそ

れぞれ言いながらこれはこっちでできませんか、こ

れはこっちでいきませんかっていうことをお互いに

やっていくっていうような組織だというふうに思っ

ています。 

 ちょっと伝え切れているかどうかがあれなんです

けれども、主導して何かというよりもみんなそこは

医療界自体は困り事を持っているので、そこを湖西

市の地域医療として、１つずつ解決していきましょ

うねっていうような組織に理解いただけるといいの

かなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 困り事が方々にできました、

じゃあ皆さんいつに集まってその意見交換をしまし

ょうって、口火を切るのはどこの部署になりますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 メディカルネットワーク湖西、先ほど市長からも

ありましたメディネット湖西ですけども、これが令

和５年３月27日に連携協定を結びまして、会を立ち

上げまして、それぞれの医療機関が持っている課題

を皆さんで共有して解決すると、この事務局を健康

福祉部健康増進課が務めさせていただいてございま

す。 

 先ほどの答弁にもありましたけども、医療に関す

る、災害に関する特化した検討会につきましても医

療部門という形で健康増進課が運営を担っていくと

いうような形で考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） やっとすっきりしました、あ

りがとうございます。やっぱりどこかが中心になっ

てやっていかないと、やろうねやろうねって言って

いても口火を切るところがないと、なかなか機能し

ないないかなと思ったものですから、しつこく聞か

せていただきました。まずはありがとうございます。 

 今回、湖西病院経営強化プランっていうものが今

パブコメもされているわけですけども、聞くまでも

ないんですけども、やはり移住定住促進にもこの経

営強化プランを反映させていきますよね。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 おっしゃるとおりでというか、全ては前から申し
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上げてるとおり、医療にしても福祉にしても子育て、

教育にしても、これは職住近接につながるという観

点から、湖西市にとってプラスになるものをしなき

ゃいけないという観点で湖西病院のこれまでの、さ

っきのやったとかっていう話もありましたが、やっ

ぱり医療センターともコロナがなかったら多分３年

前にはできていて、今からの３年後ぐらいの軌道に

乗ったものがお示しできるのが一番よかったんです

けど、コロナはなかなか予想もできてなかったです

けれどもそれを言ってもしょうがないので、そこは

これからも継続していくし、結果としてそれが医療

の分野での職住近接につながる一つの政策になるこ

とを我々としても期待しながら、前向きに進めさせ

ていただいております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。今月、

定例会初日に、「市内市外の医療機関の連携協定に

より今後も健康増進、地域医療の向上に努めてまい

ります」と市長の御挨拶がございました。連携を深

めていくにはやっぱり人と人とのつながり、信頼関

係が非常に重要なポイントになると私は考えており

ます。せっかくやっと、やっとって言うのかせっか

くここまでそういった地域連携等の医療に関するシ

ステムづくりっていうか、体制づくりができ始めて

きました。それこそ、先ほども申し上げましたけど

も6,000万円ぐらいの改修費を投じてもなぜか中断

してしまう、そうするとそこに従事している職員た

ちも信頼が薄れてしまうっていうことにもなりかね

ないと思うんです。だから、そういったことも私は

考えまして、いま一度、市民の健康増、進地域医療

の向上に努めていかれる影山市長の、この市民の健

康増進、地域医療を守っていくんだ、この病院の経

営改革、経営強化プランにも十分行政としても連携

を深めて、市民の健康増進に努めていきたいってい

う覚悟をちょっとお伺いしたいと思うんですけども。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 すみません、あのどの辺か重複してしまうかもし

れませんけれども、先ほど病院からもお話をさせて

いただいたとおり、この今回の改革プランからの一

歩進めた機能強化プランですね、これに関してはや

はりこの令和の時代というか高齢化も含めた時代に

合った地域医療を進めていかなければならない、充

実させていかなきゃならないという観点で、今でも

もうやっている。助産師外来も始まりましたし、さ

らに一歩進めていかなきゃいけない、その辺の総合

診療医だとか在宅医療、地域包括ケア病棟、これも

数年前から企画をしてやっていることを改めて書き

ながら、肉づけをしていくものだというふうに思っ

ております。当然これは、市民の方々からの医療に

関する御要望、今言ったもの以外ももちろんありま

すし、そういったもののニーズをしっかり踏まえて、

湖西病院として、または浜名病院だとか浜名医師会

も含めた地域医療として、やっていくことがあろう

かと思いますので、機能強化プランはもちろんです

けれども、地域医療はこの地域全体でつくっていく

んだ、それは市内・市外医療機関もしくは福祉、

様々な施設も含めた、連携をした上でつくっていき

たいと、それを着実に進めていきたいというふうに

考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。本当

に、やめてしまうのは簡単かもしれませんけれども、

やはり税金を投入していろいろやっていくというこ

とで簡単に投げ出されては困ります。そこでいま一

度、影山市長の御決意を伺いました。 

 ぜひともこの経営強化プラン、見直しが必要とな

れば見直しをされていくでしょうけども、まずは湖

西病院が進むべき方向性、できることできないこと

いろいろ明確になってきておりますので、この計画

が着実に進んでいかれますように、行政サイドも極

力、人事異動もしてますし、一般職も派遣したりし

ていますので、やはり今まで以上に病院問題にも積

極的に取り組んで、責任を果たしていっていただき

たいと思います。以上でこの湖西病院、１問目につ

きましては終わります。 

○議長（馬場 衛） 主題２に移ってください。 

○17番（神谷里枝） では、主題２の学校給食の公
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会計化導入についてお伺いいたします。 

 平成31年１月の中央教育審議会の答申の中で、特

に学校給食につきましては、公会計化及び地方公共

団体による徴収を基本とすべきとされました。また、

文部科学省は令和７年７月に、学校給食費徴収・管

理に関するガイドラインを発出し、教職員の負担軽

減の観点から、学校給食費を公会計化するよう示し

ています。 

 さらに、令和５年８月31日付の学校給食費の徴

収・管理に係る公会計化等の推進についてにより、

公会計化等の実施に向けた検討を計画的に進めるよ

う通達されております。 

 令和４年度学校給食費に係る公会計化等の推進状

況調査の結果によりますと、学校給食費の徴収・管

理を公会計で取扱っている全国の自治体は、714自

治体、そのうち学校給食費の徴収・管理について、

学校や教職員ではなく、地方公共団体の業務として

実施している自治体は519自治体にとどまっている

そうです。県内では10市町が公会計を実施しており、

実施の準備・検討をしているが14市町、そのうち具

体的な実施予定年度ありが12市町、実施を予定して

いないが10市町となっております。 

 浜松市でも令和４年４月から、市が徴収・管理業

務を公会計化として実施しまして、併せて学校給食

費の額の見直しにも着手されたそうです。 

 学校給食費を市が保護者から直接徴収し、小中学

校の給食費の徴収事務における教職員負担軽減、学

校給食費会計の適正化、学校給食の安定化を図って

いく必要があります。 

 そこで目的でありますが、学校給食センターの建

設も進めているこの機会に、教職員の負担軽減、ま

た学校給食費会計の適正化や学校給食提供の安定化

を図るためにも公会計化を導入してはどうかと思い、

質問させていただきます。 

 質問１点目。 

○議長（馬場 衛） 発言時間が少なくなってます。

よろしく。 

○17番（神谷里枝） 給食費の徴収・管理について、

現状と課題をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 給食費の徴収につきましては、学校徴収金として

学年費あるいは旅行積立てなどと一緒に毎月、保護

者の口座から引き落としをしております。 

 各小中学校とも徴収事務は学校事務職員が、給食

会計口座の管理は栄養士が行っております。徴収事

務では、指定の振替日や再びの振替日、再振替日に

引き落としができなかった場合には、通知や電話で

の催告をし、学校事務職員と教職員が自宅に徴収に

伺ったりする場合もございます。 

 また、口座管理では食材費の支払いを行う際には

その都度、金融機関へ出向いて手続をする必要がご

ざいます。こうした対応をいかに効率的に行えるか、

教職員として事務職員の事務負担を軽減できるかが

課題であるというふうに捉えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そういった中で、チェック体

制などはどうなっているんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 給食費の支払いとかそうい

ったもののチェック体制ですけども、栄養士が購入

したものについて伝票をつくります。それを事務、

教頭、校長へ行って印をもらってからでないと振込

ができないというふうなチェック体制になっており

ますし、最終的にはＰＴＡの会計監査が３月に監査

をして、その年度の支出は大丈夫だったかというふ

うな事柄で最後まとめております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました、ありがとうご

ざいます。なかなか学校に行ってる子供がいない私

たちが、給食会計をちょっと見たいなと思っても閲

覧のしようがないんです。ですので、いかがなもの

かっていう思いが正直に言ってあります。 

 ２問目に移ります。 

○議長（馬場 衛） ２問目ですね、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 湖西市として、「学校給食の

公会計導入について」のお考えをお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 
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○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 学校給食法により、学校給食の実施者は学校の設

置者であり、教育委員会が学校給食に関する事務を

管理・執行する立場であることことから、教育委員

会が学校給食費の徴収・管理を行うことが適切であ

ると考えております。 

 学校給食センターが令和９年４月の供用開始を予

定していますことから、令和８年度には学校給食費

の公会計導入ができるように準備を進めています。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ただいま御答弁で、令和８年

には導入したいよというお答えでしたけども、導入

していただければ保護者にとっては、限られた銀行

さんというかそういうところでなくても、今までと

は違った選択肢が増える、保護者にとっては利便性

が高まるということでよろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 当然、公会計になれば市税のようにどこの金融機

関でも引き去りとかが可能になるということになり

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。そう

しますと、学校へ行って給食費、学校徴収費、引き

落とすためにわざわざ、例えば給振りを得ている口

座とは別の口座をつくらなくても、よくなるという

利便性は結構大きいかなっていう感じがしました。

ありがとうございます。 

 こういったふうに方向転換していきますよという

保護者、まだ令和８年ということですのでちょっと

期間はありますけども、周知はどのように考えてい

らっしゃいますか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） 広報こさいや市役所だよ

りでの広報はもちろんのこと、在学している児童生

徒には直接通知を差し上げたり、新しく小学校に上

がるお子様の御家庭には入学時の説明会とか、そう

いったことでしっかりと周知を図っていきたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 早く周知してあげれば、余分

な動きをしなくて済むかなっていう思いもあります

のでお願いします。 

 公会計を導入するということになりますと、行政

のほうとしたらどういった対応をされますか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） 作業スケジュールという

ことでよろしいでしょうかね、とりあえず今考えて

いますのは、来年度あたりにシステムの選定で令和

７年度にはそのシステムを導入して、その運用の準

備をいたしまして、令和８年度の運用開始を目指し

ていくと、進めていくということで考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 特段、組織的には変えないっ

ていう考え方でよろしいんでしょうか、何か新たな

担当部署をつくるとかそういうことはしないですか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 給食センターの開設を目指しております。それと

併せて公会計のほうも、まずはどこかのタイミング

で給食係とかそういったものを設けて、それ以降は

給食を例えばおいしい給食課といった組織が必要に

なってくのかなと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん、、残り時間１

分を切っておりますのでよろしくお願いします。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。給食センター

をつくるのを機に、公会計化も導入していただける

というと、また一つ議会サイドにとっては見える化

が図られるかなということで安堵いたしております。

以上で質問を終わります。いろいろありがとうござ

いました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、17番 神谷里枝さん

の一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 次に、５番 柴田一雄君の発
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言を許します。 

  〔５番 柴田一雄登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、５番 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） ５番 柴田一雄です。通告書

に従いまして、一般質問をさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 主題でございますが、行政のデジタル化、ＩＣＴ

を活用したまちづくりの進捗状況についてでござい

ます。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大により、行政の

デジタル化の遅れは国を挙げての課題が顕著となり、

ＩＣＴを活用したまちづくりが急務となりました。 

 令和２年10月、湖西市は行政のデジタル化を一体

的に推進するために、影山市長を本部長とするＤＸ

推進本部を庁内に設置いたしました。 

 そして、令和３年３月12日に「湖西市は、人口減

少対策、産業の活性化などの地域課題の解決や社会

の変革に対応するとともに、市民の皆さんが便利さ

を実感し、市民に寄り添ったサービスを提供するた

め、ＡＩ、ＩＣＴなどのデジタル技術を最大限活用

するデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）を

推進し、職住近接の実現と持続可能なまちづくりを

目指すことを宣言します。」と市長自らが、近隣市

町に先立って行政のデジタル化を推進する「湖西市

デジタルファースト宣言」を行いました。 

 この宣言に伴い、市民向けサービスのＤＸ推進、 

行政運営のＤＸ推進、ＤＸを実現するための環境整

備の３本の柱となる「ＤＸ推進基本方針」が定めら

れております。 

 直接市民の皆様との関わりといたしましては、業

務効率化を図るために、令和５年７月18日より生成

ＡＩ、チャットＧＰＴの業務利用が本市においても

開始され、ほかにも公共施設におけるフリーＷｉ－

Ｆｉの拡充や北部地域から順次、水道スマートメー

ター化、ＬＩＮＥアプリを活用した道路の異常通報

の仕組みも運用が始まっております。 

 昨年９月定例会においては、マイナンバーカード

利用促進キャッシュレスポイント付与事業に向けた

一般会計の補正予算が可決され、マイナンバーカー

ド取得の推進に向けても取組が行われていきました。

本年１月からは、行かない市役所キャンペーンも開

始されております。 

 行政のデジタル化に拍車がかかり、ウィズコロナ、

アフターコロナの時代に沿った行政サービスの確立

を考える今こそ、自治体のデジタル変革の重要なと

きでございます。 

 質問の目的ですが、私自身、令和２年９月定例会

におきましても行政におけるデジタル化、ＩＣＴを

活用したまちづくりについてを主題に一般質問をさ

せていただきました。 

 その検証を含め、これまでの当市における行政の

デジタル化、ＩＣＴを活用したまちづくの進捗状況

と今後の展開について、お伺いさせていただきます。 

 それでは質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○５番（柴田一雄） 当市における行政のデジタル

化、ＩＣＴ推進に向けた計画、取組について進捗状

況の説明をお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。企画部長。 

  〔企画部長 安形知哉登壇〕 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 湖西市デジタルファースト宣言に掲げる３つの基

本方針に基づきまして、令和３年10月に「湖西市Ｄ

Ｘ推進計画」を策定し、具体的な事業や取組を個別

計画として進捗を図っております。 

 行政手続のオンライン化や子育てに役立つ情報の

プッシュ通知など、全体で31の取組のうち、８つの

取組は既に目標を達成しております。さらなるサー

ビスの充実に向け、取り組んでいるところでござい

ます。 

 なお、個別計画全体の目標値の達成率は令和５年

10月末現在で平均で42.8％となっております。 

 また、ＤＸ推進計画の上位計画であります「第６

次湖西市総合計画」で、横断的施策としてデジタル

スマートシティの実現を掲げております。 

 施策政策の成果指標を行政手続におけるオンライ

ン利用件数、ＫＰＩとしてオンラインで利用できる

行政手続件数、ＲＰＡ等導入による削減時間、これ

らを挙げておりますが、その目標値は現時点、全て
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達成をしております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 詳細な説明ありがとうござい

ます。幾つか確認をさせていただきたいと思います。 

 個別計画の全体目標の達成率ですけれども、10月

末現在、平均で42.8％、第６次湖西市総合計画とし

て掲げておりますデジタルスマートシティの実現の

成果指標としては、現時点で目標を達成できている

ということでございますけれども、個別計画にて進

捗管理を行っているとのことでありますけども、Ｄ

Ｘ推進本部の役割としてはどのようになっておりま

すでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 ＤＸ推進本部会議の役割を何点か御紹介させてい

ただきます。 

 まず１点目として、デジタルトランスフォーメー

ションを推進するための計画策定や、その計画の進

行管理を行っております。もう一点として、新たな

デジタルへの取組について、庁内全体で情報共有を

図ったり、共通認識を図る場として捉えております。

また、ＤＸ推進本部内にプロジェクトチームを設置

いたしまして、デジタルを活用した住民サービスや

内部事務のＤＸ化を迅速に進める体制を、本部会議

の中で取っております。プロジェクトチームからの

活動の報告や進行管理なんかも推進本部のほうで行

っております。ＤＸを推進する上で多くの部署にま

たがる施策が多いことから、庁内全体を横断する体

制として非常に重要な役割と位置づけをしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君、いかがですか。 

○５番（柴田一雄） ＤＸ推進本部会議として、計

画策定や進行管理ですが、そしてプロジェクトチー

ムとして全庁を横断する体制として重要な役割を果

たしている、しっかりと機能しているということで

確認ができました。 

 それでは、日々進展するデジタル化でございます

けれども、それに合わせて個別計画の見直しはどの

ようになっておりますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 見直しにつきましては、国の動向や日々進歩する

ＩＣＴの技術に対応するため、最新の動向を計画に

反映をするため、年２回ほど見直しを行っておりま

す。毎年、各課とまずＤＸのヒアリングを行いまし

て各事業の進捗の確認、それと新たな取組に対する

要望なんかを聞き取りを行っております。 

 また、ＤＸの担当課のほうから提案などを行いま

して、個別計画の見直しを行っております。 

 直近の見直しでは、書かない窓口への取組と電子

申請、文書管理について、11月にこの計画のほうに

追加・更新をしたところでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 各課ＤＸヒアリングというも

のも実施しまして、進捗状況や要望の聞き取り、ま

たＤＸ推進課からの提案ですか、そういったものに

よって年に２回の見直しができているということで、

直近でも11月に計画の追加・更新というものも実施

されているということで、随時行われているのかな

ということで確認ができました。 

 それでは、冒頭の答弁で全体の個別計画の目標に

対して、進捗率が48.2％ということでありましたけ

れども、令和３年度から令和７年度までの計画とし

ましては、ちょうど今、中間点に当たると思います

けれどもどのように評価をしておりますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 柴田君、今48.2って42.8でよ

ろしいですか。 

○５番（柴田一雄） すみません、訂正いたします。

42.8％でございます。失礼いたしました。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 ５年計画の２年が経過した時点での進捗率が４割

を超え、個別計画の31の取組のうち、目標を達成し

ている取組も今８件ございます。 

 総合計画のデジタルスマートシティの実現につき

ましても、目標値を達成している状況ですので、湖

西市といたしましてはデジタル化、ＤＸは着実に進
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んでいると認識をしております。 

 また、例年行っております市民意識調査、こちら

のほうにおきましてもオンライン、デジタル化が進

んでいないという回答が昨年度は５％ほどございま

したが、今年度の調査ではこれがゼロ％になりまし

たので、ここ２年のデジタル化、ＤＸの取組に対し、

一定の評価をいただけたのかなと考えております。 

 目標値の達成に満足せず、また新たな数値を定め、

引き続きＤＸの推進に向け、取り組んでいきたいと

考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 市民の皆様方の満足度も向上

しているということで、着実に進んでいるのかなと

いうことで、今後も期待したいと思います。 

 それでは、ＤＸ推進基本方針の方針１に示されて

おります市民向けサービスのＤＸ推進の鍵となるで

あろうと思います「マイナンバーカード」でござい

ますけれども、昨年９月定例会におきまして、マイ

ナンバーカード利用促進キャッシュレスポイント付

与事業に向けた、一般会計の補正予算を議会として

も可決したわけでございますけれども、マイナンバ

ーカードの取得の推進に向けても取組が行われてき

たわけでございますが、当市におけるマイナンバー

カードの取得率はその後どのようになりましたでし

ょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 多くの市民の皆様の御理解と御協力によりまして、

令和５年10月末時点のマイナンバーカードの申請率

は95.2％、交付率は85.0％となっておりまして、静

岡県下の23市の中では申請率、交付率ともに最も高

い数値となっております。 

 行政だけでなく、今後、様々なデジタルサービス

を利用する上で、このマイナンバーカードは重要な

インフラとなっていきますので、今後も引き続き取

得促進に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） マイナンバーカードの取得率

ですけども、以前は私たちのほうでも県下の市の中

では、決して上位ではなかったかなと記憶しており

ますけれども、10月末時点で申請率、交付率ともに

県下では、市の中では１位ということになっている

ということで、こちらは非常に誇れる数字であり、

職員の方々の御尽力に感謝をいたしたいと思います。 

 それでは、こういったマイナンバーカードの活用

も含めてということになるかと思うんですけども、

現在、デジタルを活用した市民サービスはどのよう

なものがあるのか、具体的に説明をお願いいたしま

す。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 こちらデジタルを活用したサービスの事例を幾つ

か紹介させていただきます。 

 １つ目は、行政手続や公共施設予約のオンライン

化になります。いつでもどこでも、様々な申請や証

明書の取得ができるようになりまして、その手続は

今100を超えております。また、市税や手数料のキ

ャッシュレス化にも取り組みまして、自宅にいなが

ら市税等の納付ができる環境を整えておりまして、

行かない窓口に向けた取組を現在進めております。 

 ２つ目は、市公式ＬＩＮＥの機能の充実でござい

ます。子育てに関する情報や、観光情報などを利用

者の要望に合わせてプッシュ配信をする「セグメン

ト配信機能」により、市政情報の発信強化に努めて

おります。このほかにも、水道のスマートメーター

の導入であったり、図書館での電子書籍貸出し、学

校、保護者間の連絡手段としてのアプリの導入、デ

ジタルプレミアム付きの商品券コーちゃんＰａｙの

周知など、各分野でデジタルを活用した取組を進め

ております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 新しい取組という形で、しっ

かりと形として実現できているということで、確認

することができました。 

 それでは、新しい取組ということで令和５年７月

18日より、当市におきましても生成ＡＩ、チャット

ＧＰＴの業務利用が開始されておりますけれども、
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ＤＸ推進方針の２番ということでも示されておりま

す「行政運営のＤＸについて」の取組はいかがでご

ざいますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

  ＲＰＡや自動文字認識などのＩＣＴツールを活

用した業務改善に取り組んでおりまして、令和４年

度はコロナワクチン接種受付表の作成や人口統計の

集計作業など、17の業務でこちらのほうを活用して

おります。 

 そのほかにも勤退管理システムの導入による内部

事務の効率化であったり、職員間で使用しておりま

す行政チャットシステムによります情報共有の迅速

化、あと市内の町内の会議等のオンライン化、ペー

パーレス化によるコスト削減など、行政運営のＤＸ

に取り組んでいるところでございます。 

 また、生成ＡＩ、チャットＧＰＴにつきましては、

多くの職員が既に活用しております。市から発信を

する募集要項の作成のときであったり、エクセルの

関数、マクロ生成、あとは外国語の翻訳などにも

様々な場面で活用が今始まっております。 

 今後も一層の利用促進を図ってまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君、いかがですか。 

○５番（柴田一雄） ＲＰＡなどを活用した業務改

善が現在も進んでいると、またオンライン化ですと

かペーパーレス、そういった情報の共有化、そうい

った迅速化ですとか、業務利用に関しても省力化に

現在もつながっているし、今後もまたつなげていく

ということで理解をいたしました。 

 その反面、デジタルサービスの普及ということに

伴いまして懸念されるのが、個人情報の流出といっ

たような不安もありますけれども、セキュリティ対

策はどのようになっておりますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 市が保有する個人情報につきましては、個人情報

保護法や関連条例にのっとりまして、適切に管理を

しております。 

 技術的な対策といたしましては、総務省の情報セ

キュリティポリシーに関するガイドラインにのっと

り、市の情報ネットワークを３つの層に分離し、外

部への情報漏えいを防止しております。 

 １つ目の層といたしましては、住民情報や税情報

を取り扱うマイナンバー系、２つ目として一般的な

事務分掌を取り扱うＬＧＷＡＮ系、３つ目がインタ

ーネット系というように分離をしております。 

 人的な対策につきましても行っておりまして、Ｉ

Ｔサポーター研修会などの内部研修や、情報資産を

取り扱う全ての職員を対象としたセキュリティ研修

を毎年実施し、職員の情報リテラシーの向上に努め

ております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） セキュリティに関しては、総

務省のガイドラインにのっとった外部への情報漏え

いの防止、また人的な対策についても職員のリテラ

シーの向上が図られるよう、研修も進んでいるとい

うことで理解をいたしました。 

 それでは、次の２番の質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○５番（柴田一雄） ＤＸ推進基本方針の方針３で

示されておりますＤＸを実現するための環境整備に

関わりますデジタルデバイド対策、ＩＴ弱者を出さ

ない、高齢者やＩＴインフラの整備が困難な方に向

けた取組をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 デジタルデバイド解消に向けた取組といたしまし

て、令和３年度から開催をしておりますスマホ教室

に加えまして、今年の７月から市内郵便局の窓口ス

ペースで、スマホで行う電子申請や市政情報の取得

の方法などを、郵便局の職員さんによる操作支援事

業を開始しております。これは、最寄りの郵便局で

スマホ操作を気軽に学んでもらう狙いで企画をした

ものでございます。 

 現在、実施中のコーちゃんＰａｙなど、スマホを

利用する事業につきましては、極力、専用のサポー

ト窓口を設けるよう努めております。 
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 また、マイナンバー制度についての出前講座の中

で、その利便性や活用方法を御紹介するといった啓

発なども行っております。 

 ＩＴインフラ整備の面では、市内18か所の公共施

設にフリーＷｉ－Ｆｉを設置し、インターネット上

のサービスが無料でできるようにしております。 

 行政サービスのデジタル化を推進する一方で、デ

ジタルの取扱いを苦手とする方、利用が困難な方に

もその利便性を感じていただけるよう、デジタルデ

バイド対策、インフラ整備について今後も継続して

取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） デジタルデバイド対策、そし

てインフラ整備が進められているということでござ

いますけれども、今年７月から郵便局のほうでもデ

ジタルデバイド対策として、スマートフォンの操作

について支援を行っているということでございます

けども、こちらの利用実績はいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 利用実績につきましては、電子申請に当たっての

操作支援が１件、市政情報の取得のお手伝い、こち

ら公式ＬＩＮＥへの登録、こちらが３件、合計４件

の御利用がございました。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 郵便局のそういったデジタル

デバイド対策ですか、スマートフォンの使い方の支

援ということで、７月から始められているというこ

とで、せっかくいい取組だなと思うんですけれども、

これまでの実績が合計４件ということでありますか、

ちょっと寂しいなというような気も致すところであ

りますけども、今後こういったものの利用促進に当

たって広報、周知活動を期待したいと思いますけれ

どもいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 やはり、利用件数４件というのが非常にちょっと

私どもも寂しいと思っておりますので、今後も事業

周知のために高齢者の方が集まる会合やスマホ教室

の受講者へさらなる学びの案内などを、引き続き事

業の紹介やＰＲに努めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 今後の広報、周知活動を期待

したいと思います。 

 先ほどの答弁にございました公共施設におけるフ

リーＷｉ－Ｆｉの整備の状況でございますけれども、

施設としましては市内18か所の公共施設にもう既に

広がっているということでありますけれども、市役

所本庁舎を例に挙げますと、市民課のカウンター周

辺ですか、そういったところでしかつながらないと

いうような声ですとか、また、おぼと、中央図書館

などの施設におきましても、せっかく会議に見えら

れた方が会議室では使えない、またログインの仕方

が分かりにくいなどの課題も聞かれますが、いかが

でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 現在、利用しているフリーＷｉ－Ｆｉについては、

接続ができるエリアというのが限られておりまして、

電波を発信する機械から10メートルプラスアルファ

が限度でございます。このため、会議室周辺やロビ

ー周辺など、最も利用が見込まれる場所へ優先的に

設置をしております。 

 この接続エリアの拡大など、御要望があることは

承知をしておりますが、一方でこの利用状況と運用

の費用、このコストバランスも考える必要があると

考えております。施設ごとの利用状況や御要望から、

優先度を検討しつつ、ログインの案内の表示を見や

すくするなど、分かりやすい掲示を心がけまして、

今後も皆様が利用しやすい環境にしていきたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 運用の費用がかかる設備でご

ざいますので、しっかりと施設ごとの利用状況、ま

た要望等も勘案していただいて、優先度を検討して

分かりやすく、利用しやすい環境に整備されること
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を期待したいと思います。 

 次の３番の質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○５番（柴田一雄） 運用が開始されておりますＬ

ＩＮＥアプリを活用した、道路の異常通報の運用状

況をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 ＬＩＮＥアプリを活用した道路の異常通報は、令

和４年２月から運用を開始しましまして、令和３年

度の通報件数は２件、これ期間が２か月と短かった

ものですので、令和３年度は２件、令和４年度が15

件、令和５年度が11月20日時点で60件と、少しずつ

市民の皆様の認知度が広がってきていると感じてお

ります。通報のあった案件は、速やかに現地を確認

しまして、状況に応じて対応をしております。 

 このアプリは、ＧＰＳによる位置情報や写真など

を添付することができるため、電話や窓口で聞き取

るよりも正確な情報が得られまして、スムーズな対

応ができるようになったというふうに感じておりま

す。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 令和４年２月から運用が開始

されまして、少しずつそういった認知度も広がって

きて、市民の皆様方にも活用が進んでいるというこ

とで確認ができました。 

 またスムーズな対応、そして写真のデータなどを

活用しまして、現地確認も速やかにできるようにな

ったというそういったことでございますけれども、

一方では利用した方からの声といたしまして、送信

完了に対して返信がないといった声ですとか、その

後どのように対応していただけるのか、そういった

不安の声も出ておりますけれども、そういった対応

はいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 このアプリは、市民からの通報を受けることを主

として運用を開始したため、現状では返信機能が備

わっておりません。また、御連絡いただいた内容に

ついてお尋ねをする場合を想定しまして、電話番号

やメールアドレスの記載欄を設けてはおりますが、

こちらの入力も必須条件ではございませんので、現

状は通報を受けるのみという形での運用となってお

ります。 

 しかしながら、通報していただいた方が何かしら

の返信を求めているようであれば、受信報告や対応

の方針など、返信できるようにＤＸ推進課とともに

システム改良について検討していきたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） こちらのシステムですけども、

利用した方からの声ですと、朝、道路の陥没に気づ

いて写真データを送ったところ、もう夕方にはしっ

かりと補修がされていたというような、そういった

声も聞くこともできまして、すばらしいシステムだ

なと私たちも思っているところでございますけれど

も、一方でこういったデジタル技術の活用というも

のはなかなか相手の顔が見えにくい、一方通行にな

りがちなサービスでもあるのかなと思っております。

また今後、慎重な対応を心がけていただけたらなと

思っております。 

 ところで、こちらのこのようなシステムでござい

ますけれども、近隣の市町では道路の損傷だけでは

なく、例えば路上の死亡動物ですとか水道管異常の

通報、公園の遊具の不具合、また不法投棄、こうい

ったほかの部署にわたった情報システムが共有でき

る仕組みが整っている活用も進んでおると聞いてお

りますけれども、当市の活用としてはいかがでしょ

うか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 現在、運用しております道路の異常通報の仕組み

を活用することで、庁内の横展開が可能と考えてお

りますので、関係部署で調整をいたしましてできる

ところから早急に対応していきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） せっかくのこういったすばら
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しいシステムでございますので、今後の横の展開を

期待したいと思います。 

 それでは、次の４番の質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 質問の途中ですけど、１時間

を経過しておりますので、ここで暫時休憩させてい

ただきます。再開は14時15分とさせていただきます。 

午後２時00分 休憩 

───────────────── 

午後２時15分 再開 

○議長（馬場 衛）  休憩を解いて会議を再開し

ます。 

 引き続き、５番 柴田一雄君の一般質問を行いま

す。 

 主題１、質問要旨４番目からとなります。柴田一

雄君どうぞ。 

○５番（柴田一雄） それでは、引き続きよろしく

お願いいたします。 

 質問の４番、スマートメーターの件についてでご

ざいますが、ＤＸ推進基本方針の１番でございます

市民向けサービスのＤＸ推進ということでも盛り込

まれておりますけれども、水道スマートメーターの

運用状況について説明をお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 水道検針業務の効率化を目的に、令和３年度に入

出・知波田地区へ約1,890個の水道スマートメータ

ーを設置し、効果検証を行いました。その結果、従

来、検針員が行っていた作業時間が104時間を要し

ていたものが、自動検針により５分で完了し、作業

効率を大幅に改善することができました。 

 また、令和５年度からは令和９年度までのスマー

ト化計画として、厚生労働省の交付金の採択をいた

だき、全国初の取組となる市内全域への設置に向け

て推進しております。 

 現在、検針データを活用した取組として、豊橋技

術科学大学、中部電力、東京設計事務所との産学官

連携により、使用水量の把握による配水管の適正な

口径の検討、配水管内の残留塩素濃度の管理につい

ての共同研究を行っております。また、令和５年６

月16日から10月15日までの４か月間、時間帯別の水

道料金による配水量のピークシフトの誘導による水

道施設の効率化・省力化を目指したオフピーク料金

制の実証実験を行い、現在、検証作業を行っている

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 水道のメーターの検針という

ことで、これまで約104時間かかっていたものも、

ほとんどかからなくなったというようなことも伺い

まして、また産学官連携による共同研究、そういっ

たものも進んで実証実験の検証作業も今行われてい

るということで理解をいたしました。 

 それでは、水道メーターの導入でございますけれ

ども、市民にとってはどのようなメリットが見込ま

れるのか、具体的な説明をお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 市民へのメリットの主なものとして、漏水判定が

飛躍的に向上した点が挙げられます。今まで２か月

に一度の検針員による直接検針の場合は、前回の使

用水量から大幅に水の使用が増えている場合に、漏

水の疑いをお知らせしていましたが、スマートメー

ターでは一定数量が３日間継続して流れ続けた場合、

漏水と判断し、水道課に漏水情報を通知するシステ

ムとなっており、水道課より利用者の方へ漏水の疑

いがあることをお知らせしております。 

 常時、デジタル判定を行っているため、漏水の発

見が非常に早くなり、利用者の方も早期に対処でき

るようになりました。漏水の場合においても、水道

料金は発生してしまいますので、漏水の早期発見は

大変メリットがあるものと認識しております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 漏水のそういった情報も自動

に検知されるということで、そういった漏水の発見、

そういったのも飛躍的に向上するということで確認

できました。 

 この水道スマートメーターの導入でございますけ

れども、現在、全国の自治体に加えて海外からも視

察の申込みがあると伺っております。非常に湖西市、
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先進的な取組であると感じております。今後５年間

で市内全域に普及する計画となっておりますが、今

後の課題をどのように捉えておりますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 現在、スマートメーターの設置により今まで２か

月に一度しか確認できなかった各世帯の使用水量、

が１時間単位で把握できるようになっておりますが、

この検針データを水道事業のみの活用でなく、電気

やガスの検針データも含めたデータを活用し、フレ

イル予防や見守りサービスのようなデータ利活用が

できるかどうかを検討しております。 

 現在、豊橋技術科学大学、中部電力、サーラエナ

ジー、東京設計事務所、第一環境株式会社との産学

官連携により行っておりますが、今後もスマートメ

ーターという新技術に対し、水道の検針業務のみで

なく、地域課題の解決に向けた有効活用が大変重要

な課題であると考えております。 

 また、電気やガスの検針データを含めて検証いた

しますので、各データの個人情報の取扱いについて

もしっかり整理する必要があると考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 個人情報のこういった取扱い

というものに関して、十分に留意していただきたい

というふうに思うわけでございますけども、課題を

今確認させていただいたところではありますけども、

このスマートメーターから得られるデータというも

のが水道事業のみならず、フレイル予防ですとか見

守りサービス、そして地域の課題解決に向けた有効

活用につなげられる可能性があるということで、頼

もしい答弁だったと理解をしております。今後の可

能性に期待して見守りたいと思います。 

 それでは、次の５番の質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○５番（柴田一雄） 行政のデジタル化、ＩＣＴを

活用したまちづくりが急速に進む現況において、今

後の新しい取組と課題をどのように捉えているか、

お伺いいたします。 

 ○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 新たな取組といたしまして、来庁者の窓口での負

担を軽減するため、各種申請書の記入を不要とする

「書かない窓口」による窓口改善を検討しており、

先月11月に窓口関係課を中心としたプロジェクトチ

ームを立ち上げました。書かない窓口では、マイナ

ンバーカードや免許証を活用することで、住所・氏

名などの内容が記載された申請書が自動で作成され

ます。 

 窓口に来られた方は、申請内容を確認し、署名す

るのみで申請が完了するため、来庁者と職員双方の

負担が軽減される取組でございます。令和６年度秋

頃のサービス開始を予定しております。 

 課題といたしましては、デジタルを苦手とする方

へのサービスの普及や浸透が進んでいないというと

ころがございます。 

 スマホ教室や郵便局窓口での操作支援などを継続

することによりまして、デジタルデバイド対策やリ

テラシー向上に取り組んでまいります。 

 また、行政内部のＤＸ推進につきましては、電子

決裁、文書管理による事務効率化に向けた取組を、

令和６年度から試行いたしまして令和７年度から運

用開始を目指しております。 

 さらに、基幹システムの標準化、マイナンバーカ

ードの利活用といった国のデジタル施策へ着実に対

応するとともに、チャットＧＰＴのような新たな技

術の導入につきましても進めてまいります。 

 市民の皆様が「便利になった」「楽になった」と

感じていただけるよう、デジタル化・ＤＸの推進に

今後も継続して進めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 書かない窓口の改善につきま

しても、来年度秋頃には来庁者と職員双方の負担が

さらに軽減される取組が進んでいるということと、

また、行政内部のＤＸ推進につきましても電子決裁、

文書管理による事務の効率化、そういったものもま

たさらに来年度からも試行が進んでいくということ

で、新たな技術の導入についても研究がされている

ということで、確認をさせていただきました。 
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 これからの時代ですけども、もうデジタル技術の

活用がまちの魅力を大きく左右し、行政のデジタル

化、ＩＣＴを活用したまちづくりの進捗が市長の唱

えます「職住近接」のまちづくりに直接つながって

いくと確信しております。 

 今日の一般質問を通しまして、湖西市のデジタル

化の取組、非常に進んでいるところが多いなという

ことで確認をすることができましたけれども、「デ

ジタルファースト宣言」を行いました湖西市が近隣

市町に先立ったそういったデジタル化、さらなる伸

展をしていくことを期待したいと思います。 

 また同時に、行政のデジタル化によってデジタル

を苦手とする方への寄り添うことができる行政サー

ビス、そういったものが可能となることを期待して

私の一般質問を終わりたいと思います。ありがとう

ございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、５番 柴田一雄君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 次に、14番 竹内祐子さんの

発言を許します。 

  〔14番 竹内祐子登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、14番 竹内祐子さ

ん。 

○14番（竹内祐子） 14番 竹内祐子でございます。

本日は２題、一般質問をさせていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 初めに、読書活動の推進についてをお伺いいたし

ます。 

 質問しようとする背景や経緯ですが、図書館は私

たちにとって知る自由と学ぶ権利を保障するもので

す。読み、調べ、学び、交流し、必要な情報が得ら

れる施設です。 

 湖西市の図書館は市役所の奥にあり、消防署に隠

れていて図書館を知らない人もたくさんいます。ま

た、不便なところですので、子供や高齢者が気軽に

利用することができません。そうかと言って、もっ

と便のいいところに図書館をつくってはどうかとい

う質問ではありません。 

 近頃では、学校の図書室が充実してきています。

各学校に読み聞かせのボランティアが子供たちを本

の世界に誘ってくれています。 

 地域にある学校の図書室をもっと多くの人に利用

していただき、読み、調べ、学び、交流ができれば

図書費の費用対効果は上がると考えています。 

 人口減少、少子高齢化の時代ですので、今あるも

ので住民の福祉向上へつながればと質問をいたしま

す。 

 質問の目的は、自主的に誰もが読書活動を行うよ

うにすることができるようにするためです。 

 初めの質問は、子供が自主的に読書活動を行うこ

とができるようにするには、学校図書の充実が不可

欠だと考えていますが、今の実情と課題、方策をお

伺いいたします。よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。教育長。 

  〔教育長 渡辺宜宏登壇〕 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 現在、学校では司書教諭や読み聞かせのボランテ

ィア、学校司書等を活用し、学校図書の充実を図っ

ております。 

 各校においては、朝読書、授業で図書室を利用す

るなど、児童生徒が本に親しむことができるよう、

教育活動を行っております。 

 また、推薦図書の巡回や学校向けの市立図書館か

らの団体貸出しなどを通して、一人一人が本に触れ

る機会をつくっております。 

 課題といたしましては、児童生徒の興味に合わせ

た図書の購入あるいは古い本の修理、蔵書管理をし

ていく難しさが挙げられますが、学校図書の予算で

対応するほかに、地域のライオンズクラブやロータ

リークラブさん等から寄附をいただくことで、読書

環境を整えているところであります。 

 今後の施策としましては、学校間の好事例の共有

や市立図書館と学校との連携等をさらに深めていき

たいと、このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） ありがとうございました。い

ろいろ聞きたいんですけれども、それでは最初に、
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学校間の好事例をやはり共有し合って改善、それぞ

れの学校がしていくっていう方向性を示していただ

いてるんですけど、教育長が見たところで子供たち

に読書環境でよい学校はどこなのか、どんなところ

がよいところなのか、教えていただけますか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 難しい質問で、どこがいい

かって湖西市内全ていいというふうに私は思ってお

りますけども、一応、共通して取り組むべきことっ

ていうことで月１回、小学生推薦図書で巡回をして

ます。ですので、そういった本に触れる全ての子供

たちが同じものを触れるといった意味でいけば、ど

こがっていうことじゃなくて、みんな同じような形

で充実はしているかなというふうに思ってます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） それでは腑に落ちないですね、

やっぱりそんなことしたら好事例の見本がなくなっ

てしまうので、ちょっと私的には鷲津小学校の私の

知り合いで、読み聞かせボランティアに行ってる子

供も、１人は孫が行ってるんですけど全然もう子供

が離れちゃっている方でも、自分でオリジナルの紙

芝居をつくったりして、子供さんたちに見せに行っ

てる人がいるんです。すごい人気があって私も見た

いなと思うんですが、なかなか見せていただけない

んですけど、やっぱりボランティア状況というのは、

どの学校にもボランティアさんはおられて、やはり

子供に読み聞かせをされているのでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 正確な数はちょっと分かり

ませんけども、それぞれ地域コーディネーターがい

らっしゃいます。もともと地域コーディネーター、

最初の取っかかりがやっぱりその図書館の読み聞か

せボランティアでした。ですので、地域コーディネ

ーターが今ほとんどの学校で入ってきていますので、

全ての学校で読み聞かせというのは何らかの形で行

われているかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 深くは聞きません。先ほど教

育長が申された推薦図書が月に１回ずつ子供さんの

ところに回っていって、その推薦図書というのはど

の子もその推薦図書を読んで、読んでからが私はち

ょっと聞きたいんですけど、以前、自分が子育てを

しているときに読み聞かせをしたりとか、学校で読

書時間を設けても本を読むだけであって、その本の

感想とかそういうのは聞いても駄目だっていう、子

供たちのそういう意見交換みたいなのは、してはい

けないみたいに言われたんですけれども、その推薦

図書っていうのは、要は教育材料みたいになってみ

んなで話し合うということはされないんですか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今議員がおっしゃるとおり

で、この推薦図書というのは一番初めの出だしが語

らい読書推進事業と呼んでました。語らう、だから

同じ本を子供が共有をして、それを読み終わった後

にお互いに語り合う、そういうことによって読書の

推進をということでやってました。ですので、その

本については、各学年の先生方がこんな本がいいじ

ゃないのという本を決めて、各学年ごとに推薦図書

という形で回しているというふうなことですので、

本来は語らい読書ということで終わってじっくり話

ができればいいんですが、何せ非常に忙しいってい

うんですか、子供たちもすごく忙しい、時間がない

というふうなことで、読んで感想を何かノートに書

いたりとか、そういうふうなことで終わってる学校

もあるかなというふうに思ってます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 分かりました。学校の読書は、

子供たちに本に触れていただくことを目的としてさ

れているということで理解いたしました。 

 それでは、２番目に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○14番（竹内祐子） 外国人児童生徒への読書環境

の実情と課題、方策をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えいたします。 

 現在、多文化共生の観点から英語やポルトガル語、

スペイン語で書かれた本を図書室等に置いている学
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校もございます。 

 実際に、日本語の理解が十分でない外国人児童生

徒が学校で読んでいるものは、小学校では低学年向

けの簡単な日本語で書かれた本だとか、写真やスラ

イドが豊富に載っている図鑑だとか学習漫画など、

こんなものが読まれているかなと思います。 

 中学校においては、母語で書かれた読みたい本を

自宅から持ってくる生徒がいます。また、ボランテ

ィアによる英語の絵本の読み聞かせをするなど、多

言語の本に幅広く親しめるように、働きかけをして

いる小学校もございます。また、市立図書館にも多

文化共生等を目的として、多言語で書かれた本が置

かれているコーナーが設置をされております。 

 今後も児童生徒の様々なニーズに合わせた選書を

していけるよう、学校司書と図書担当職員が連携し

ながら進めていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 分かりました。外国語で書か

れている本が置いてない学校もあるということなん

ですけれども、その学校さんには外国人の子供さん

たちが来ていないから、置いてないっていうことで

の理解でいいですか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） その学校にいるいないって

いう形で、やっぱり多い少ないっていう形はありま

すし、今のところ１人もいないっていう学校もござ

いますので、そういうふうな考えです。だから、い

るところには少しはあるというふうに思ってます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 本を通していろんな国のこと

を知るとか、知ることが大事なことだと思うので、

図書館から学校にいろいろ本をまた持っていくとき

があるじゃないですか、そういうときに外国人のい

ない子供さんのとこ、学校にもそういうふうに選書

されて本は配置されているんでしょうか、実際は。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 図書館からお借りする本は、

学校のほうから要望を出して、こういう本をお願い

します。授業であれば、こういう国際文化について

やりたいので、国際文化に関わる本を40冊ほど貸し

てくださいというふうな形でお願いをするもんです

から、そういうものが入ってるかどうかって、その

学校の要望によって分野も違うだろうし、いろいろ

様々だということです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 令和３年につくられた第３次

湖西市子ども読書活動推進計画っていうのがありま

す。その中に、やはりうち読をしましょうっていう

ことが載っているんです。おうちでも本を読みまし

ょうねって、家族みんなで本を読んでいきましょう

よってここの計画には書かれてるんです。だけど、

実際はなかなか図書館利用している人も少ないって

いうことで、なかなか家でゆっくり本を読まれてる

方っていうのは少ないと思うんです。 

 その中で、やはり外国人の児童生徒さんにもうち

読をしましょうっていうことを、やはり推進してい

ていただいているのか、長期の夏休みとかそういう

休みのときは読書もしましょうって、多分学校は言

ってると思うんですけれども、ふだん例えば土日と

かそういう休みのときに、読書もみんなでしてみて

はどうですかとか、読書習慣とかいろいろあります

よね、そういうことは進めているんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 外国人に対してというお話

でありますけども、それについては国際協会ともち

ょっと連携をしたりしながら、図書室の中にそうい

うコーナーを充実させていただいてますので、そう

いったところの本があるよっていうことについては

情報、情勢って言うんですか、情報を流していただ

いて、時間が取れればそちらのほうも使えるよって

いうことは流させていただいております。 

 家族で絵本を読むというのは、生まれたばかりの

赤ちゃんを連れてお母さんが一緒に行って、図書の

貸出しカードを借りて、これから一緒にやろうよっ

ていう一つのきっかけだというふうに思っておりま

す。その辺りも図書館のほうとしても力を入れてや

っております。 

 以上です。 
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○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 分かりました。本は本当に自

分がすごく気に入るっていうか、新しい世界に連れ

ていってもらったとか、知らないことを教えてもら

ったとか、自分が今まで気づけなかったことに気づ

いたときに、それが本の出会いだと思うんです。だ

から、そういう出会いのきっかけがない限り、なか

なか今ここにいる人たちに本を読んでますかって言

ったって、そんなに読んでる人はいないと思うんで

す。それで、読みたい本もみんなそれぞれジャンル

違って様々であっていいと思うんですが、やはりこ

の行政ではしっかりと図書館も整理して、市民のた

めに本を読みましょうっていう活動をしているので、

少しでも湖西市に住んでいる人たちに本を読んでも

らいたいなという思いで、今質問させていただいて

ます。 

 じゃあ３番目に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○14番（竹内祐子） 学校が開かれている時間帯に、

地域住民が学校図書を利用することができるように

なることはありませんか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをします。 

 非常にちょっと痛いところを突かれたなという気

がしますけども、学校が開かれている時間は特に８

時から夕方の４時半までが学校の先生方の勤務時間

です。図書室を開放しているのは、基本的に昼休み

になっています。図書委員や図書担当職員、学校司

書が貸出し業務をしております。 

 それ以外の時間に利用する際には、必ず学校職員

の責任の下で活用をしておるのが実態であります。 

 また、図書室の配置ですけども、当初、今の学校

の造りがそういうふうに外から入ってくるっていう

造りにはなっていないというのが現状でありまして、

図書室の配置が２階以上に設置されている場合が多

いです。ということは、地域の方が入ってくるとき

には１階から入ってきて、子供の授業をやってると

こを通って上へ行かなきゃいけないというふうな状

況になっております。 

 これらのことから、地域住民が自由に出入りでき

るような形での図書室の開放というのは、担当職員

の配置だとか、特に最近は問題になってますけども

安全面、外から誰かが入ってきた安全面、そういっ

た事柄から難しいというのが現状だと思います。 

 ただし、今後は学校再編の中で子供たちの安全面

に配慮して、地域の図書館として学校の一角に置く、

そういうのはすごくいいことかなというふうには思

ってます。そのようにして配置をして、図書館司書

が常駐し、子供たちが地域の図書館を利用する、今

竹内議員さんが言われたのと逆の方向です。学校図

書館を地域の人が使うんじゃなくて、地域の図書館

を子供たちが使いに行くというふうなことが考えら

れるんではないかなというふうに思ってます。今後

の進み具合によって、また考えていきたいなという

ふうに思ってます。 

 まずは、ですので市立図書館に気軽に行くことが

難しい方には、自宅にいながら利用できる湖西電子

図書館というのができましたので、これを案内し、

地域住民の読書活動を支えていきたいというふうに

思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） ちょっと残念だったのが、学

校図書室がお昼休みのときしか開けられていないっ

ていうことが残念でした、鍵が閉められちゃってる

んですか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 使われていないっていうの

はどういうことかっていうと、担当の職員がいない。

だから、みんな授業で教室にいますよね、ですので

子供がその図書室にいるということがない。ただし、

授業で全体で今日は図書室の何々を使いましょう、

何々を調べましょうというと、授業の中で先生がつ

いて図書室へ行くと、それで使うというふうな状況

になっております。ですので、高校のように図書館

で自習をするっていうことは義務教育ではないので、

常に常駐して誰かが管理をしてるっていうことは、

今のところできていないというのが現状です。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 
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○14番（竹内祐子） 分かりました。私は、この質

問を出すに当たって、学校というのが本当はもっと

地域に開かれて、家庭科室とか図工室とかいろんな

のも本当は地域の人とともに使ってあげれば、もっ

と子供たちもいろんな人と触れ合ったりとか、情報

交換もらったりとか、大人の人の作品が置かれてた

りとか、そういうのですごくいい教育ができるので

はないかなって、以前から私はずっと思ってました。 

 本当に地域の大人が学校に、日本の教育制度がそ

うなっているので、なかなかそんなことを言っては

いけないかもしれないけど、やはり学校は子供だけ

のものではないというように変えていかないと、学

校っていうすごいお金をかけて造った施設が、もっ

たいないなってこの頃すごく思うようになりました。 

 ですので、コミュニティスクールも始まっていて、

地域の人たち、地域に開かれた学校を目指したい、

地域の人たちの力を借りたいっていう方向性になっ

ているので、やはり湖西市としてどんなことができ

るのかなっていうことを考えて、やっていただきた

いなと思うんです。図書室がもし１階にあって、今

でいう保健室みたいなところですよね、ああいうと

ころにあって自由に出入りができるようになれば、

もっと一般の方も使えるようになるとか、学校の中

でも学童に貸しているお部屋なんかも、１階でそこ

から自由に入れるような場所とかっていうふうにさ

れているので、やはり税金を使って本というものを

整備していっているならば、もっと多くの人に使っ

ていただいて、知らない世界を知っていただく、結

構、高齢者の方はほとんど本も見たこともないと思

うんです。だけど絵本を見れば、こんなにきれいな

絵が描いてある、言葉も分かりやすい、何歳からこ

の本を読まなければならないっていう決まりはない

ので、やはり多くの人にいつでもどこでも自分が行

きたいなと思ったときに近くの学校に行けて、そこ

で本が楽しめるようになると、もっと学校にも関心

を持っていただいて、地域の子供の成長に力を貸し

てくれるのではないかなと思います。これはこれで

終わります。 

 ４番へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ４番ですね、どうぞ。 

○14番（竹内祐子） 図書館を利用したことがない

人への利用促進を図る方策をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 図書館になれ親しみ、本に

触れる楽しさを知ってもらおうと、生後半年のお子

さんに読み聞かせや手遊び、絵本をプレゼントする

ブックスタートや幼児・児童向けのおはなし会のほ

かに、季節ごとのイベントを開催しております。 

 こうしたイベントが、子供だけでなく付き添う保

護者の方にも図書館に興味を持ってもらうきっかけ

になればと期待しております。 

 また、令和４年10月から自宅にいながらいつでも

利用できる電子図書館これを導入しており、現在、

認知度向上に向けＰＲに努めてるところであります。 

 また、利用者登録をするのにわざわざ図書館に足

を運ばなくても自宅から申請できる「電子申請シス

テム」を導入するなど、市民の利便性の向上を図る

とともに、さらなる利用促進に取り組んでまいりま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 図書カードを保有しているの

は、湖西市民の全体の３分の１ぐらいで、決算のと

きにちょっと確認したことなんですけど、実際に利

用している市民は全体の２割ということだったんで

す。一生懸命、図書館のほうでも新規登録していた

だけるように頑張っておられると思うんですけれど

も、多分イベントをしたときとか何らかのときに図

書カードを持ってない方はつくってくださいよとか、

子供は学校に入れば自然に図書カードをつくります。

問題は大人の人たちで、持ってない人たちに普及を

するっていうことだと思うので、今までに成人で図

書カードをつくるっていうきっかけは何だったのか

ちょっと聞きたいんですよ、カードを持ってなかっ

たのでつくりたいっていうのは。要は、他市から来

た人がつくりたいって言ったのか、ずっと自分たち

子供のときに図書カードをつくってなかったので、

子供が本を読むようになったので親もつくりたいっ

て言ったのか、どういうふうにして新規登録者を今

まで増やしてきましたか。 
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○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） どのようにというと、やっ

ぱＰＲだと思います。いろいろな行事や何かをやる

ときにいろいろＰＲをしたりですとか、そういうよ

うな場面場面、それを捉えて加入を促進するという

ことを地道にやっているというふうなことだと思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 分かりました。今、豊橋にま

ちなか図書館があるの御存じですか。すごくおしゃ

れな図書館でそこへ行った人は、私が行ったときは

湖西市民はつくれないって言われたんですけど、そ

うじゃなくってつくれるみたいで、やはり私が紹介

した人たちが行って、まちなか図書館ていいね、ち

ょっとおしゃれじゃん、いろいろ読みたい本も新し

いものもいっぱいあるしって言って、すぐ図書カー

ドをつくってきて本も借りてきたって言われてまし

た。ですので、やはり気を引くようなイベントって

言われましたけど、イベントも気を引くようなイベ

ントにしてかないと、なかなか新規の人は来てくれ

ませんよね。本当に、講演会にしても気を引くよう

な人に来てもらって、講演会をしてそのきっかけで

図書カードどうですかみたいに言ったりとか、それ

とかもっと図書館がおしゃれになるように、「どう

ですか、あなたのアイディアは」とかっていうよう

な募集をかけたりとかすると、そういう意見をどん

どん取り入れていくと、意外と身近な図書館になっ

ていくのかなっていうふうに思います。 

 いろいろ、図書館利用者を増やそうという努力は

されていることはよく分かりますし、電子図書が導

入されたので本当に利用しやすくなってきてるって

いうのは大いに評価いたしております。これからも、

自分の周りの人たちにも本の魅力を伝えていきたい

なと思いますけれども、行政側としても例えば広報

こさいの市長の段のところに市長のおすすめする本、

僕はこんなのに感動しましたとか、副市長のこんな

に感動しましたっていうような、職員の１人ずつの

コメントみたいな、紹介本みたいなのを載せたりす

ると意外と市民に受けたりするんじゃないのかなと、

今ふと思いました。１問目はこれで終わります。 

○議長（馬場 衛） それでは、主題２に移ってく

ださい。 

○14番（竹内祐子） ２問目は、令和６年４月から

のごみ出しについて伺います。 

 令和６年４月からのごみ出しルールが変更になる

ことを知らない市民が多くいます。広報こさい10月

15日号でごみ出しルールが変わるというコーナーを

見て、なぜプラマーク品まで燃えるごみに出すのと

疑問に思った人が多くいました。資源物回収に慣れ

てきたものをなぜ？どうして？と疑問を持たれてい

る人が多くいます。 

 あまり難しい説明はしたくないので、私は汚れの

ひどいものはもう洗わずに燃えるごみに出して、リ

サイクルに回せるものは回収しているスーパーがあ

るから、買物のついでに出す方法もあるよと説明し

ています。でも、今の分別回収から考えるとやっぱ

り納得のいかない市民が多いことは事実です。また、

４月からのごみ出しルールがどう変わるのか、丁寧

な説明を待っている市民もいます。 

 そこで、いつから市民に新しいごみ出しルールの

説明に回るのかをお伺いいたします。ごみ回収につ

いては、市民の生活に密接に関わる問題であるので、

新ごみ出しルールの周知啓発が必要と考えるから質

問させていただきます。 

 １つ目、ごみ出しルールの説明を各地区で行うの

か伺います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 今回のごみ出しルールの変更点は、プラマーク品、

白色トレイ、剪定枝、草が燃やせるごみに分別され

ることと、資源物回収拠点を廃止し、ごみステーシ

ョンに資源物が出せるようになることの２点でござ

います。広報こさいやごみガイドブック、ごみカレ

ンダーなどの配布物での周知のほか、ＳＮＳやごみ

分別アプリ３Ｒでの周知、現地のごみステーション

や廃止する資源物回収拠点への貼り紙等で周知を行

ってまいります。 

 各地区への説明につきましては、現在、自治会と

調整し、町内会長さんや地域住民の皆さんが集まる
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機会に説明を実施しております。また、ごみステー

ションの容量に問題が生じるおそれがあるところで

は、増設など対応を進めております。 

 今後も年度末に向け、自治会役員の方々が集まる

場などをお借りし、周知を図っていきたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） ありがとうございます。先ほ

どの御答弁で、周知する方法でごみステーションに

とかごみ資源物回収拠点、ごみステーションに貼り

紙をすると言われたんですけれども、私もこの夏、

自分の地域しか見て回りませんでしたけど、貼り紙

をするようなスペースのないところがたくさんある

んですけど、そういうところに関してはどのような

方法で行っていくのか、伺います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 確かに、議員おっしゃるとおり現場によっては貼

り紙をするようなスペースといったところが不足す

る部分もございます。そういったところは工夫をし

て、何とか看板等が設置できるような対応、また自

治会が管理されてると思いますので、役員の方と御

相談しながらそういった告知に図っていきたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 貼り紙とかごみカレンダーを

配布する時期、それはいつ頃からやりますか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） 少々お待ちください。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 各ごみステーションへの貼り紙の貼付けにつきま

しては１月から実際、職員が回ることになります。

あと、ごみカレンダーの配布につきましては３月１

日という予定をしております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 分かりました。１月から貼っ

ていただけるということで、少しは広報できるのか

なと思います。 

 それと先ほど自治会と相談して、説明会ができる

ところはやっていきたいと言われましたけど、自治

会のほうも年度末になっていて、役員が変わる方が

多いと思うんです。なかなかそんな説明会を開きた

いっていうような自治会は、今まででも申込みがな

いということはないのかなって思ったりもするんで

すけれども、担当のほうが日を決めてしまって、そ

れぞれのところに説明会をするので「住民の皆さん、

来られる人は集まってくださいよ」みたいなそうい

う説明会を開く気持ちはありませんか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 実は、連合会の役員の皆様が集まる年度初めにも

一度、全自治会長向けには御案内をさせていただい

ております。その後、実際、具体的には自治会関係

者が集まるそういった会合にこちらから出向いて、

何かの折にちょっとテーマを一つ加えさせていただ

いて７回、その他団体向けに御案内、御説明をさせ

ていただいたのが２回っていうのを実際実施してお

り、今後まだ５回の予定が組まれております。これ

は、あくまでもごみ出しルール変更の説明会という

ことじゃなくて、自治会さん、団体が集まる何かの

折に出向くというようなスタンスで考えておりまし

て、今後また年度末の役員の改選、いろんな行事が

めじろ押しだと思いますので、そういったところに

わざわざの説明会をつくってもらうというよりは、

そういった人が集まるところに出向いて情報発信を

していくという機会を増やしたいというふうに考え

ております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 分かりました。本当に、この

頃の役所の方が各地域に来て、ちょっといろんなこ

とを、コーちゃんバスにしても何にしても説明に来

ていただけるんですけど、それはそこの自治会で何

らかの会合をするときに、ちょっと時間くださいね

でもう丁寧な説明は一切ありません、要点のみの説

明で。あれでは、聞いてたって何が何だかよく分か
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んなくて、行政のほうはとりあえず説明はしたよっ

ていう証拠っていうかは残したと思うんですけど、

あれでは本当に市民協働にはならない、あんなこと

やってたって全然湖西市はよくなりませんよ。本当

に、市と市民とみんなでちゃんと協働してやりまし

ょうよって言わなければ、自治会のほうなんかは市

がやってくれるもんだって思ってますよ。やらなき

ゃ、議員は何やってんだって、こっちにまた返って

くるんですよ。だから、やはり市民協働を誰かのと

きはすごいガンガン言ってましたよね、市民協働、

市民協働って。何でこの頃、市民協働でやりましょ

うっていう言葉が出てこないのかなって私もこの頃

思ってんですけど、基本はもう市民協働でやってか

ないと湖西市のまちづくりは進みません。ですので、

ごみのことも本当だったらもう皆さんの協力をして

くれないと、これから湖西市でごみ処理が自前でや

ってくようになったんだけど、うまく進みませんよ

って本音で言ってくれなければ、「そうか、じゃあ

頑張るぞ」ってみんな思うと思うんですよ。だけど、

本当に多くの人に行き会って、今度４月１日からご

みだし変わりますよって言っても「そうなの、どう

なるの？」ね、そういう感じです。資源回収のとこ

ろももうなくなってしまうんですよって言うと、

「じゃあどうしたらいいの？」とかって言われてし

まうので、本当にすごい頑張ってますよ、広報で何

回も何回もいろんなこのごみの話、よく見たらシリ

ーズで出てました。本当によくやってくれてるなと

思うんですけれども、やってるのに何で市民の人に

は伝わっていないのかなと私は思ってて、今回質問

したんですけど、積極的にいろんなところに行って

今度は市民協働でやってくださいと言ってください。

次にいきます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○14番（竹内祐子） ２番目、資源ごみとして出し

ていたものが、燃えるごみとして処理することの説

明を丁寧にしていただきたいのですが、どうですか。

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 今回のごみ出しルールの変更で、これまで資源物

として分別していたプラマーク品、白色トレイ、剪

定枝、草は燃やせるごみとなります。プラマーク品

は、これまで環境センターで選別した後、北九州市

まで輸送し、1,200度の高温で熱分解処理をし、発

電などに利用されており、二酸化炭素の排出量は環

境センターで焼却する場合と比較し、変わらないと

いう結果が出ております。 

 このことから、今後はプラマーク品の焼却熱をア

メニティプラザの余熱供給の再開、環境センターへ

の電力供給のための発電を行い、燃料使用量削減な

どに寄与し、二酸化炭素の削減を図るものです。 

 このことは改めて広報こさい、ウェブサイトなど

で周知をしていきたいと考えております。 

 なお、白色トレイなどは市内の商業施設でもリサ

イクル活動をしていただいておりますので、引き続

きリサイクルへの取組も市民の皆さんに促していき

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） よろしくお願いいたします。

湖西市が資源物回収をやめてしまったんじゃないよ、

やっぱりリサイクルできるものはみんなで協力して、

リサイクルしていきたいと考えてますということを

しっかり伝えていただければ、私はいいと思います。

では、次へ行きます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 最後の質問です。ごみ出しル

ールを守らなかった人への警告はどうするのか、伺

います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 現在、違反ごみが出ていた場合、収集業者が警告

シールを貼り、排出者に持ち帰りを促しております。 

 今回のごみ出しルール変更は、ごみの分別が少な

くなること、資源物が身近なごみステーションで出

せることで、どちらかといえば家庭からのごみを出

しやすくなる内容となっております。しかし、変更

直後は出し方が分からないなど、どうしても市民の

皆さんに混乱が生じるため、引き続きルール変更の

周知を積極的に図るとともに、地元自治会さんと協

力しながらごみステーションに貼り紙などで周知を
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し、ごみ出しマナーの改善を図っていきたいと考え

ております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） ごみ出し違反した人って、今

までもよく見てるんですけど、シールが貼ってあっ

ても持ち帰ることはありませんよね、ずっと出し、

そこに置きっ放しになっていました。 

 これから新しくなると、何らかのものが常にごみ

ステーションに出されるようになるので、その違反

ごみっていうのはそこに置いたままじゃあ、次のも

のを出すときに邪魔になると思うんですけど、どう

いうふうにしますか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 確かに、もう毎日のように回収するものが変わり

ますので、長時間にわたって違反ごみを置いておく

というのは、なかなかそのスペースの問題もござい

ますので、なかなか難しいとは思いますので、一旦

は環境センターに持ち帰るというようなことになる

可能性はあると思いますが、今後は状況を見ながら、

そこら辺がそのステーションのスペースによっても、

違反ごみが隅に置ければ置けるとかっていうような

そこら辺は、考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） そうすると、回収してしまっ

たら違反ごみがなくなっちゃって、結局は回収して

くれるんだなっていうふうに受け止められてしまう

と思うんですよね。これは本当にちゃんと考えてお

かないといけないことだと思うんですよね。 

 私の所属していた前の建設委員会のときにも、中

間報告で出してもらったときに、違反者対策の準備

をするようにっていうふうに提言させてもらってて、

そこがまだうまく話がまとまってないのかなってい

うふうに理解はしました。でも本当に、違反者なし

ということはないので、どのように対策したらいい

のかを困ってから考えて、また自治会に相談すると

かするんですか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） もう一つ、環境センター

のほうで考えている一つの対策としまして、確かに

いつまでも貼り紙された違反ごみを置いておくわけ

にいかないもんですから、一度は回収させていただ

くんですが、その違反ごみの写真を撮って、そのご

みステーションの看板に掲示して、こちらで違反ご

みが出たよというそういった周知をしたり、あと関

係する自治会さんにお願いして、回覧板でいついつ

こんな違反ごみが出ていましたよっていうような注

意喚起を図るというようなことをしながら、そこの

ごみステーションで違反ごみを少なくするような対

応策を今現在考えている最中でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 分かりました。これは見守る

しかないので、また何かあったらまた一般質問なり

なんかで言うしかないかなと思うんですけど、これ

からごみステーションのところに、日替わりでいろ

んなごみなり資源物なり物が出されていって、ネッ

トや箱とかいろんなものが設置されたりとかして、

道路上に私の住んでいる入出なんか狭い道のところ

にごみが並べられるんですけれども、回収するとき

に早く回収、入出だけが早く来てくれることはない

と思うので、回収されるまでの間、そこの通行の邪

魔になるってそんなこと言ってはいけないかもしれ

ないけど、やっぱりそういうような苦情が出てくる

と思うんですよ。やはりそういう対策っていうか、

そういうのはどういうふうに考えますか、今でもち

ょっと大変なところもあるんですけれども。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 現在、実際にごみステーションを全地区写真を撮

って確認したりしながら、やはり明らかに今後そこ

で資源物が回収されることに、ネットとかそういっ

たものが置かれることによって道路の通行等に、歩

行者の通行が影響するような場所については、場所

を変えていただいたりだとか、現在いろんな対策を

一つ一つ練っている最中でございますので、ただ実

際４月からスタートしてみないと、また状況ってい

うのが分からないという部分もございますので、今
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現状で把握できるところはできる限り対策を練って、

４月以降もそういった点については確認、チェック

しながらいろんな影響が出ない、市民の皆様にいろ

んな意味で言われないように、対策を練っていきた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん、残り時間が少

なくなってます。まとめてください。 

○14番（竹内祐子） 容量の不足してるところはな

るべく早く自治会さんとも相談して、スペースを増

やすなりしてください。 

 それと道路パトロールみたいに、ごみ出しパトロ

ールをちょっとしばらくの間やって、呼びかけてい

ったらどうかなとかって思ったりもするんですけど、

そこはそれでまた皆さんで検討していただいて、要

はパトロールしますよっていう感じで見ていくと、

やっぱりちょっとみんなで見られてるのかなって住

民のほうも思って、ちゃんとマナーは守らないとい

けないかなっていうような抑止力にもなるのかなと

思ったりもします。 

 本当に、先ほども言いましたように廃棄物行政は

市民協働でやるのが一番大事なことだと思いますの

で、しっかりと自治会さんにもお話をして協力を求

めていただいて、スムーズに新しい環境センターが

稼働するのに当たってスムーズにいくように、私達

もしっかりと見守っていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、14番 竹内祐子さん

の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とさせていただきます。再開を15

時30分、15時30分とさせていただきます。 

午後３時19分 休憩 

───────────────── 

午後３時30分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 次に、４番 山口裕教君の発言を許します。 

  〔４番 山口裕教登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、４番 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ４番 山口裕教です。通告書

に従いまして、一般質問を行います。 

 主題１、集中豪雨及び土砂災害などの警戒レベル

の伝達と避難について。 

 質問しようとする背景や経緯。 

 最近では、温暖化の影響もあり、日本各地で豪雨

災害及び土砂災害などが頻発化しており、普段は土

砂災害など想像しにくい場所でも線状降水帯などが

発生し、豪雨が集中すると土砂災害発生につながっ

てしまうことがよくあります。 

 テレビニュースなどで、避難情報が伝達されてい

るにもかかわらず、避難が遅れ災害に巻き込まれて

しまうなどの不幸なニュースをよく耳にします。 

 湖西市においても、土砂災害警戒区域に指定され

ている箇所が230か所あり、避難情報の伝達として

同報無線やホットメール、ＳＮＳなどによる避難情

報伝達を行っていても、お年寄りの方たちは避難が

遅れてしまうことがよくあるようです。 

 質問の目的は、湖西市の基本構想の一つで、安心

して暮らすことができるまちとして、災害に強いま

ちづくりが進み、地域住民が安心して暮らすことが

できるまちにしていくためというのが質問の目的で

す。 

 それでは、質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○４番（山口裕教） 質問事項１、土砂災害警戒区

域にお住まいの避難対象者は何人いますか、お伺い

いたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。危機管理監。 

  〔危機管理監 山本健介登壇〕 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 土砂災害警戒区域にお住まいの避難対象者は、令

和５年11月１日現在で980世帯2,230人であります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。980

世帯2,230人と多くの方が土砂災害警戒区域に住ん

でいることを再確認することができました。 

 次の質問に入ってよろしいでしょうか。 
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○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○４番（山口裕教） 質問事項２、令和４年、令和

５年において避難情報を発令した回数と避難状況を

お伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 土砂災害警戒情報の発表に伴う避難情報について

は、令和４年度は避難指示を４回発令し、避難所へ

の避難者数は合計３名、令和５年度は11月末の時点

で避難指示を１回、高齢者等避難を１回発令し、避

難所への避難者数は合計20名でありました。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。令和

４年度においては避難指示を計４回発令し、避難所

への避難者数は合計３名であった。また、令和５年

度は11月末時点で避難指示を１回、高齢者避難指示

を１回発令し、避難所への避難数は合計20名である

ことを再確認することができました。 

 では、次の質問に入ってよろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） ３番目ですね、どうぞ。 

○４番（山口裕教） 質問事項３、市が発令する避

難情報に対して、ほとんどの市民は避難していない

というこの状況をどう捉えているか、質問いたしま

す。お願いします。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 本市では、避難情報に関して発令の遅れが被害の

拡大を招かないように、気象情報が発表された時点

で、見逃しよりも空振りを恐れずに発令していると

ころであります。 

 避難方法といたしましては、避難場所への避難の

ほか、近くの親戚・知人宅への避難といった水平避

難や、屋外へ出ることが危険な場合におきましては

自宅の中で、２階などの少しでも安全な場所へ避難

するなどの垂直避難等がございます。 

 市民の皆様には、これらの方法から状況に応じた

避難方法を選択していただいていることから、避難

場所以外への避難をしている方もいるものと認識し

ております。 

 災害時に安全を確保する手法として、まずはあら

ゆる方法で避難していただくことが最優先であると

市民に認識していただくよう、引き続き広報やＳＮ

Ｓを活用した情報発信を行うとともに、自主防災会

への説明会や出前講座などの場において、積極的な

周知を図ることで意識啓発を行っていきたいと考え

ております。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。市と

しては、発令の遅れがないよう気象情報が発表され

た時点で見逃しよりも空振りを恐れず、避難指示を

発令していることがよく分かりましたし、あらゆる

方法で避難することを認識していただくとともに、

自主防災会への説明会や出前講座などの場において、

積極的な周知を図り、意識啓発を行っていくことは

とても大切であり大事なことだと思います。 

 あと要望といたしまして、同報無線やホットメー

ル、ＳＮＳなどの避難情報伝達において、同報無線

が場所によっては聞き取りにくいという声もよく耳

にします。12月３日の防災訓練中止連絡が同報無線

などで伝達されたにもかかわらず、数名の方が訓練

に参加するため訓練場所に集まってきました。同報

無線が聞き取りにくかったとき、このような場合は

電話で確認することができるテレホンサービスや、

ウェブサイトからの確認方法などこういった確認方

法があるんですけども、市民の皆さんがこういった

ことを周知するよう回覧板を使用するなど、どのよ

うな方法を講じてもよいですので、市民の皆さんが

理解するようお願いいたします。 

 次の質問に入ってよろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 次の質問ですね、どうぞ。 

○４番（山口裕教） 質問４、自宅から避難場所ま

での距離が遠く、途中で災害に見舞われるようなと

ころはないか、また梅田地区などの住民から「避難

場所である西部地域センターまでの距離が遠い」と

いうような声も上がっています。このような遠い避

難場所、遠いところは避難場所として適切かどうか

というのをお伺いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 
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○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 土砂災害警戒区域等の指定に伴い、市では避難場

所及び避難経路を記載しましたハザードマップを作

成することとなっており、作成に当たりましては警

戒区域などの危険な場所を通らない避難経路を設定

しております。 

 梅田地区においては、梅田コミュニティセンター

が警戒区域内にありますことから、避難場所に設定

することができません。このため、避難対象者を収

容できる施設として、公共施設の中で梅田地区に最

も近い西部地域センターを設定しております。 

 そのため、避難場所までの距離が遠い方には避難

に関しまして、警戒区域の外にある親戚や知人のお

宅など、もしくは２階以上の崖から離れた部屋など、

自宅の中で少しでも安全な場所へ避難するなどの対

策について繰り返し周知を図っていくことで、安全

を確保していきたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。１つ

確認なのですが、２階以上の崖から離れた場所とい

うのは、例えば自宅の南側が崖に面しているのであ

れば、１階ではなく２階の北側のより安全な場所に

垂直避難するということですね。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） そのとおりでございま

す。崖と反対側の部屋、崖から面してるところから、

反対側の部屋の２階へ避難していただくということ

が垂直避難となります。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。やは

り大切なことは、住民の方々に非常時において、的

確な行動を取っていただけるようにしていくことだ

と思います。自身にとってより安全な場所に避難す

る大切さにおいて、繰り返しの周知を図り、地域住

民の方たちが安心して暮らすことができるようお願

いいたします。 

 じゃあ次の質問に。 

○議長（馬場 衛） 主題２ですね、どうぞ。 

○４番（山口裕教） 主題２、新所原駅などにおけ

る公共施設のメンテナンス状況について。 

 質問しようとする背景や経緯。 

 ＪＲ新所原駅においては、大手企業の通勤者やゆ

る山登山ブームなどにより、当駅を利用しての乗降

者の方たちが多くいるが、経年劣化により駅北側の

上り専用エスカレーターが故障し、約四、五か月間

停止していました。これは11月10日に修理完了を確

認しました。 

 また、駅北口にあるトイレも他のトイレに比べ汚

れやペーパーの散乱などがひどいときがあり、愛知

県との県境で、湖西市の玄関口でもある駅トイレの

汚れのひどさやエスカレーターなどの長期間停止な

どは、湖西市のイメージを著しく低下させてしまい

ます。 

 質問の目的は、湖西市の基本構想への考えでもあ

る公共交通を意識し、暮らしの利便性確保や湖西市

のファンを増やし、関係人口や交流人口の拡大につ

なげたいためというのが質問の目的であります。 

 質問事項１として、エスカレーターやエレベータ

ーなどが再び故障などにより長期間利用できなくな

ることを防ぐため、今後の点検・管理方法（メンテ

ナンス）についての市の考えをお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 ＪＲ新所原駅のエスカレーターとエレベーターは、

包括管理委託契約において保守点検業務を実施して

おります。エスカレーターは年１回の法定点検、毎

月の定期点検を実施しております。また、エレベー

ターは、年１回の法定点検、３か月に１回の定期点

検、さらに遠隔操作による動作確認点検を毎月実施

しております。いずれの点検もメーカーがマニュア

ルに沿って実施をしておるところでございます。 

 今回のエスカレーターの故障のように、受注製造

品が破損した場合には、部品のストックがないため、

復旧までに多くの日数を要し、利用者の皆様に多大

な御迷惑をおかけおかけすることになってしまいま

した。 

 今後は点検による劣化状況の把握に加え、部材の

耐用年数なども勘案し、破損してから交換するので



７７ 

はなく、予算の許す範囲で計画的な部品交換を実施

していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。ここ

で１つ確認なんですけども、３か月に一度の機能点

検や月に一度の動作確認などは、具体的にどのよう

な確認方法で行っているんでしょうか。またもう一

つ、エスカレーターなどは多くの部品を使用してい

ると思いますが、耐用年数とかは何年ぐらいなんで

しょうか、よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 まず、エスカレーターとエレベーターとございま

すので、エスカレーターだけの御紹介でよろしいで

すか。 

 エスカレーターは年１回の法定点検がございます。

そちらのほうでは、非常停止時の距離の測定であっ

たり、エスカレーターの速度、速さの測定、あとブ

レーキパッドの厚みなどの測定、こういったものを

法定点検、１年に１回の中で実施しております。そ

して定期点検、エスカレーターの毎月の定期点検に

つきましては、ちょっと難しいんですけどドライブ

ユニットであったり電磁ブレーキであったり、踏み

段であったり、あと手すりの状況であったり、大き

く分けて５種類の22項目にわたって点検をしており

ます。 

 そして部品の耐用年数というお話ですけども、例

えば今回修理をいたしました手すりの関係でありま

すと、手すりの本体の耐用年数が７年程度、あと手

すりと機械がつながってるところがあって、その手

すりガイドと呼ばれるとこですが、そちらのほうが

５年程、あと手すりを駆動するローラーが５年程度

と、そんな感じの部品の耐用年数でございまして、

今回のエスカレーターの故障につきましては、設置

が平成28年の設置でございますのでちょうど７年程

度経過しておるところでございまして、言うならば

耐用年数７年、マックスで今本体が７年であります

ので、申し訳ないですけども壊れるべきして壊れた

ようなそんな状況でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。エス

カレーターやエレベーターなどは、故障すると非常

に長い期間停止してしまうおそれがあり、今回の長

時間停止を教訓とし、点検、管理方法の充実を図り、

今後は短期間での復帰ができるようお願いいたしま

す。 

 次の質問に行ってよろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○４番（山口裕教） 質問事項２、駅北口にあるト

イレの使用状況が非常に悪いときがあり、きれいに

管理できているとは言えないときがあります。維持

管理方法、メンテナンスや清掃とトイレの現状を市

としてどのように捉えているか、お伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 新所原駅は、市内の駅の中でも非常に利用者が多

く、湖西連峰などへ向かわれる観光客以外にも通勤

通学で多くの方が利用されております。 

 トイレの清掃につきましては、５名体制で１回当

たり１時間程度、週に２回のペースで行っておりま

す。清掃委託をしている事業者からは、月に数回、

男子用のトイレの個室のシンクが汚れているである

とか、雑誌などが放置されているといった日があり

ますけども、それ以外はおおむねきれいに使われて

いるというふうな報告を受けております。 

 新所原駅のトイレは、年間100回清掃をいただい

ておりまして、これは他のトイレと比べても少なく

ないということでありますので、現状の内容で管理

委託を継続していきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。私も

幾度となく駅北口のトイレを確認させていただいて

おりますが、清掃する方たちは本当に丁寧に実施し

ており、清掃後は他のトイレよりもきれいになって

いるのではないかと思うほど、きれいにしているの

を確認しています。にもかかわらず、汚れがひどい
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ときがあるというのは、使用するほんの一部の方の

問題でもあり、そのような一部の方のモラルの向上

も必要であるということも感じています。 

 次の質問してよろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○４番（山口裕教） 質問事項３、トイレの使用モ

ラルの向上などにつながる対策、使う側の意識向上

とかをどのように今後行っていくのかというのをお

伺いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 トイレという施設柄、防犯カメラなどの設置は難

しいというふうに考えていまして、現在もイラスト

入りの貼り紙、イラスト入りで貼り紙などを適切な

ふうな利用をお願いしますといった貼り紙を設置を

しているわけです。まずは、このような貼り紙など

できれいに使っていただくように訴えまして、マナ

ーアップであるとか、使用モラルの向上の方につな

げていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。既に、

トイレをきれいに使用しましょうなどと書かれてい

る貼り紙などが掲示されているのは確認しています

が、使用する方が本当にきれいに使用し、汚してし

まえば、他の方々に迷惑がかかってしまうと思える

ような内容にするなどの工夫や、新所原駅を最寄り

駅として使用する方たちへ回覧板などを回し、湖西

市の玄関口である駅トイレをみんなできれいに使用

していくんだというような考えにしていく必要があ

ると思います。 

 次の質問よろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 最後ですね、どうぞ。 

○４番（山口裕教） 質問事項４、駐輪場に明らか

に放置されていると思われる自転車が非常に多く、

住民の方からも状況改善の声が上がっています。放

置自転車の撤去までの市の対応の流れと、放置自転

車の現状をどう捉えているか、今後の対応を併せて

お伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 放置自転車の撤去は、湖西市自転車等駐車場条例

に基づき実施しております。 

 撤去までの流れですが、日々の業務により長期間

（30日程度）にわたって同一場所に駐車してある自

転車などに対し、黄色の確認札をつけます。その後、

この確認札を取り付けてから30日を超えてもそのま

まの状態であった場合には、撤去を促す赤い警告書

を取り付けます。その時点で、所有者等が判明した

自転車については、放置自転車等撤去通知書を送付、

赤い警告札を取り付けてから14日を超えてもなお放

置され、かつ所有者が判明しないときは警察署に所

有者及び盗難品、遺失物等の照会を行い、届出があ

る場合には警察署に引き渡しをします。 

 また、この照会により所有者が判明した場合には、

放置自転車等撤去通知書を送付し、送付後30日を経

過しても引取りがなかった自転車につきましては、

所有権を放棄したものとみなして処分いたします。

警察署の照会で所有者が判明しなかったものについ

ても、処分の対象としています。 

 処分の実績ですが、令和４年度が市全体で102台、

うち新所原駅33台、令和５年度は今日までで市全体

で63台、うち新所原駅につきましては24台でござい

ます。 

 放置自転車は年によるばらつきが大きく、動向を

考察することは困難ですが、新所原駅が特に多いと

いうことは言えない状況でございます。 

 放置自転車を減らすためには、利用者のモラルに

頼るところが大きく、広報紙等で啓発活動と同時に、

自転車への確認札の取付けを早めに行うなど、少し

でも駐輪場が広く快適に利用できるよう努めていき

たいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。私も

何度か確認したところ、新所原駅北側、南側ともに

確認札及び警告札のついた自転車が約10台ぐらいず

つありますが、明らかに放置自転車の可能性が高い

自転車が北南側駐輪場合わせて150台くらいありま

す。放置自転車と思われる自転車においては、早め
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早めに黄色の確認札の取付けを小まめに実施し、駐

輪場の隅に寄せ、少しでも駐輪場が広く快適に利用

できるようお願いいたします。 

 そうすることにより、湖西市の基本構想への考え

でもある公共交通を意識し、暮らしの利便性の確保

などにより、湖西市のファンや交流人口の拡大につ

なげていくことを期待します。 

 以上で私の一般質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、４番 山口裕教君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 以上で本日の日程は終了いた

しました。本日はこれにて散会いたします。お疲れ

さまでございました。 

午後３時57分 散会 

───────────────── 

 

 


